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佐
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は
じ
め
に
―
―
仏
教
天
文
学
概
観
―
―

佐さ

田だ

介か
い
せ
き石(

文
政
元
年
〜
明
治
一
五
年
、
一
八
一
八
〜

八
二)

は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
の
文
明
開
化
の
時
代
に
、
西

洋
天
文
学
に
対
抗
し
て
仏
教
天
文
学
を
主
張
し
、
ま
た
外
国
交

易
や
産
業
の
近
代
化
に
反
対
す
る
経
済
説
を
唱
え
た
熊
本
出
身

の
学
僧
で
あ
る
。
介
石
に
よ
る
仏
教
天
文
学
関
係
の
著
作
は
、

文
久
二[

一
八
六
二]

年
の『
日
本
鎚
』（
一
名『
鎚
地
球
説
略
』）

三
巻
二
冊
、
明
治
一
〇[

一
八
七
七]

年
の
『
視
實
等
象
儀
記

初
篇　

一
名
天
地
共
和
儀
記
』、
明
治
一
三[

一
八
八
〇]

年

の
『
視
實
等
象
儀
詳
説
』
二
巻
一
冊
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
取
り
上
げ
る
『
闇
中
案
』
も
、
介
石
の
天
文
地
理
書
の
一

つ
で
、龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
に
写
本
の
形
で
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
『
闇
中
案
』
は
、
三
巻
か
ら
な
る
が
、
全
二
十
一
丁
の
小
冊

子
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
浅
野
研
眞
や
谷
川
穣
が
言
及
し
て

い
る
こ
と
を
除
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

『
闇
中
案
』
の
注
釈
を
試
み
る
理
由
の
一
つ
は
、
い
ま
だ
明

ら
か
で
な
い
執
筆
の
時
期
や
経
緯
を
知
り
た
い
と
い
う
こ
と

に
あ
る
。
『
闇
中
案
』
は
、
介
石
と
同
じ
熊
本
出
身
の
仏
教

天
文
学
者
禿か

む
ろ

安あ
ん
ね慧(

文
政
二
年
〜
明
治
三
四
年
、
一
八
一
九
〜

一
九
〇
一)

の
慶
應
三
年
の
主
著
『
護
法
新
論
』
を
批
判
し
た

書
で
あ
る
。
執
筆
の
経
緯
を
調
べ
て
み
る
と
、
『
闇
中
案
』
は

『
護
法
新
論
』
刊
行
か
ら
十
年
後
の
明
治
一
〇
年
の
秋
か
冬
に

執
筆
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
介
石
と
安
慧
と
の
明
治
一
〇

(1)
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年
前
後
の
論
争
を
物
語
る
重
要
な
写
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
た
。
さ
ら
に
、
介
石
の
天
文
地
理
説
は
、
明
治
一
〇
年
八

月
の
『
視
實
等
象
儀
記
初
篇
』
か
ら
明
治
一
三
年
の
『
視
實
等

象
儀
詳
説
』
に
か
け
て
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
が
、
両
者
の
論

争
は
、
そ
の
展
開
を
促
し
た
一
要
因
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
う
し
た
介
石
・
安
慧
論
争
の
論
点
と
意
味
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
、
注
釈
を
試
み
る
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
。

注
釈
に
先
立
っ
て
、
仏
教
天
文
学
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
仏

教
天
文
学
は
、
西
洋
近
代
天
文
学
（
地
球
説
、
地
動
説
）
に
対

抗
し
て
、
地
も
天
も
平
で
あ
り
、
地
は
動
か
ず
日
月
衆
星
が
動

く
と
い
う
東
洋
の
伝
統
的
天
文
説
の
一
つ
、
即
ち
仏
教
の
須
弥

界
説
を
擁
護
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
暦
理
を
打
ち
立
て
よ
う
と
し

て
、
普
門
律
師
円
通(

宝
暦
五
年
〜
天
保
五
年
、
一
七
五
五
〜

一
八
三
四)

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。
円
通
に
よ
れ
ば
、
一
世

界
の
中
心
に
は
須
弥
山
が
卓
立
し
、
そ
れ
を
七
海
七
金
山
が
囲

み
、
そ
の
外
の
大
海
に
東
洲
、
西
洲
、
北
洲
、
そ
し
て
我
々
が

住
む
南
洲
（
閻
浮
提
洲
）
の
四
大
洲
が
浮
か
ぶ
。
ま
た
、
日
月

が
須
弥
山
を
中
心
と
す
る
円
を
描
い
て
四
洲
の
上
を
地
に
並
行

に
周
回
し
、
日
の
周
回
と
そ
の
軌
道
の
変
化
が
昼
夜
や
季
節
変

化
を
も
た
ら
す
と
い
う
（『
佛
國
暦
象
編
』
巻
之
三
、四
丁-

五
丁
、『
須

彌
山
儀
銘
並
序
和
解
』
巻
之
上
、
二
七-

二
九
丁
）。

し
か
し
、
日
月
な
ど
の
天
体
の
運
行
の
観
測
は
、
む
し
ろ
西

洋
の
地
球
説
・
天
球
説
を
支
持
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え

ば
、
日
々
の
体
験
で
は
、
日
月
の
軌
道
は
、
地
に
平
行
で
は
な

く
、天
頂
で
高
く
地
に
出
没
す
る
円
弧
を
描
く
よ
う
に
見
え
る
。

ま
た
、
南
北
に
離
れ
た
赤
道
以
北
の
任
意
の
二
地
点
で
北
極
星

を
観
測
す
る
と
き
、
北
極
星
の
天
度
（
仰
角
）
の
差
は
二
地
点

の
地
度
（
緯
度
）
の
差
に
対
応
す
る
。
こ
の
対
応
は
地
が
球
で

あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
天
体
観
測
を
地
球
説
・

天
球
説
の
西
洋
天
文
学
は
う
ま
く
説
明
す
る
が
、
平
天
平
地
の

仏
説
で
は
説
明
が
困
難
で
あ
る
。

仏
教
天
文
学
者
も
、
現
量
実
測
に
拠
る
限
り
自
分
た
ち
が
有

利
で
な
い
こ
と
を
認
め
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
、
実
在
世
界
は

あ
く
ま
で
仏
典
に
記
さ
れ
た
平
天
平
地
の
須
弥
界
に
他
な
ら
な

い
と
し
、
そ
の
実
在
世
界
が
西
説
の
地
球
、
天
球
の
姿
に
わ
れ

わ
れ
に
見
え
て
い
る
の
だ
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う

に
見
え
る
理
由
を
解
明
す
る
と
い
う
困
難
な
問
題
を
引
き
受

け
、
問
題
を
解
く
こ
と
で
仏
説
を
擁
護
し
よ
う
と
し
た
。
既
に

円
通
は
、
仏
教
天
文
学
の
こ
の
中
心
問
題
に
触
れ
て
、「
須
彌

山
儀

ノ 

之
縮ス
ル
ヤ■
也
、
則
チ 

是
レ 

渾
蓋
二
球ナ
リ

  

、
渾
蓋
二
球
之
展ル
ヤ

  

也
、

則
チ 
是
レ 

須
彌
山
儀ナ
リ

 

」（『
縮
象
儀
説
』
文
化
一
一[

一
八
一
四]

年
）
と
述

べ
て
い
る
。「
須
彌
山
儀
」
は
須
弥
世
界
を
表
し
、「
渾
蓋
二
球
」
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は
中
国
の
渾
天
説
、
蓋
天
説
、
ま
た
西
洋
の
地
球
天
球
説
を
指

す
。
円
通
は
、前
者
が
「
縮
」
し
て
後
者
と
な
り
、後
者
が
「
展
」

じ
て
前
者
と
な
る
と
、「
展
縮
」
の
関
係
に
よ
っ
て
問
題
を
捉

え
て
い
る
。
ま
た
、「
展
縮
」
の
関
係
の
基
礎
に
「
圓
準
之
理
」

―
―
平
ら
な
天
地
が
円
の
形
を
取
っ
て
現
れ
る
仕
組
み
―
―
が

働
い
て
い
る
と
も
言
っ
て
い
る
（『
縮
象
儀
説
』）。

安
慧
は
、
円
通
の
文
を
、「
広

大
ノ
須
弥
界
カ
、
凡
眼
ニ
縮
シ

テ
見
エ
タ
ル
カ
渾
蓋
二
球
ノ
象カ

タ
チ

デ
、
渾
蓋
二
球
ノ
正
實
ノ
所
ヲ

悟
レ
ハ
、
即
チ
佛
説
ノ
須
弥
界

是
ナ
リ
ト
也
」（『
護
法
新
論
』
巻
之

上
、
十
三
丁
裏
）
と
解
説
し
、「
正

實
ノ
所
」
が
わ
れ
わ
れ
に
は
「
見

エ
…
ノ
象
」
と
な
っ
て
観
察
さ

れ
見
成
さ
れ
る
と
い
う
関
係
で
、

円
通
の
「
展
縮
」
を
理
解
し
て

い
る
。
し
か
も
安
慧
は
、
見
成

し
の
「
理
学
的
」
原
因
を
指
摘

し
、
そ
れ
が
「
圓エ

ン
セ
ツ準
之
理
」
の

実
質
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
須
弥
界
全
体
は
高
く
大
き
な
気
層
（
惣
風
輪
）
に
包

ま
れ
、ま
た
、四
大
洲
の
そ
れ
ぞ
れ
も
ド
ー
ム
状
の
気（
別
風
輪
）

に
包
ま
れ
て
い
る
。
日
月
は
惣
風
輪
に
載
っ
て
地
に
並
行
な
円

を
描
い
て
四
大
洲
の
上
を
周
回
す
る
が
、
そ
れ
を
南
閻
浮
提
洲

の
地
上
か
ら
眺
め
る
と
き
、
視
線
が
別
風
輪
の
氣
層
に
よ
っ
て

屈
折
さ
せ
ら
れ
、
日
月
は
地
平
か
ら
天
頂
へ
、
天
頂
か
ら
地
平

へ
と
弧
を
描
い
て
南
洲
の
上
を
昇
降
す
る
よ
う
に
見
え
る
と
言

う
（『
護
法
新
論
』
巻
之
上
十
五
丁
表
〜
十
九
丁
表
、巻
之
下
九
丁
裏
〜
十
丁
表
。

上
図
参
照
）。
ま
た
、
別
風
輪
を
『
博
物
新
篇
』
や
『
氣
海
観
瀾
』

な
ど
に
説
く
気
す
な
わ
ち
洋
説
の
大
気
・
空
気
と
同
一
物
だ
と

し
、
西
洋
の
地
球
大
気
論
と
屈
折
光
学
を
大
胆
に
援
用
し
て
い

る
（
同
巻
之
下
八
丁
裏
）。

仏
教
天
文
学
の
中
心
問
題
に
関
す
る
介
石
の
探
求
は
、
二
期

に
分
か
れ
る
。
第
一
期
は
、
文
久
二
年
の
『
日
本
鎚
』
か
ら
明

治
一
○
年
頃
ま
で
の
探
求
で
、
こ
の
時
期
介
石
は
、
須
弥
世
界

で
は
な
く
、「
周
已
上
ニ
テ
、
日
月
ヲ
横
旋
ト
シ
、
地
ヲ
平
坦

ト
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
聖
説
」（『
日
本
鎚
』
巻
之
一
、二
丁
表
）、
即
ち
北

極
を
天
の
中
心
に
置
く
中
国
上
古
の
蓋
天
説
の
天
地
像
を
世
界

の
実
象
と
し
て
立
て
、
そ
の
北
極
中
心
の
実
象
が
わ
れ
わ
れ
の

見
成
し
に
よ
っ
て
西
説
の
言
う
地
球
・
天
球
の
視
象
と
し
て
現

象
す
る
こ
と
を
、「
視
實
両
象
ノ
理
」
と
呼
ぶ
仮
説
に
よ
っ
て

「
一
須
弥
界
東
半
面
圖
」

　

『
護
法
新
論
』
巻
之
下
十
丁
表

(3)
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解
き
明
か
す
（『
日
本
鎚
』

巻
之
三
、四
十
六
丁
表-

五
十
四

丁
裏
、
上
図
で
、
上
部
中
央
の

中
心
は
北
極
實
象
天
、
下
部
の

四
つ
の
半
球
は
南
閻
浮
提
洲
に

お
け
る
視
象
天
）。

介
石
天
文
地
理
説
の

第
一
期
か
ら
第
二
期
へ

の
転
機
は
、『
闇
中
案
』
巻
之
下
に
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
介
石
は
、「
四
洲
ニ
亘
ル
廣
大
ノ
須
弥
心
ヲ

以
テ
、
朗
氣
カ
イ
カ
ヽ
﹇
し
﹈
テ
南
洲
ノ
ミ
ノ
北
極
ノ
天
ノ
處

ニ
狭
ク
窄

シ
ホ
マ
ラシ
ム
ル
」（
巻
之
下
、
十
三
丁
表
）
と
、
安
慧
を
問
い
詰

め
て
い
る
。
気
に
よ
る
視
線
の
屈
折
を
も
っ
て
仏
教
天
文
学
の

中
心
問
題
を
解
く
こ
と
は
不
可
能
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
介
石
は
そ
れ
ま
で
、
天
文
地
理
説
の
中
で
須
弥
世
界
に
触

れ
て
い
な
か
っ
た
。
安
慧
を
こ
の
よ
う
に
詰
問
す
る
以
上
、
介

石
自
身
が
こ
の
問
題
を
解
き
明
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

介
石
は
、
こ
れ
ま
で
の
北
極
中
心
の
天
に
つ
い
て
の
「
視
實

両
象
ノ
理
」
を
、
須
弥
中
心
の
天
に
広
げ
て
適
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
北
極
中
心
の
天
に
つ
い
て
の
考
察
を
媒
介
項
と
す
る

こ
と
で
、「
四
洲
ニ
亘
ル
廣
大
ノ
須
弥
心
ヲ
以
テ
、イ
カ
ヽ
﹇
し
﹈

テ
南
洲
ノ
ミ
ノ
北
極
ノ
天
ノ
處
ニ
狭
ク
窄

シ
ホ
マ
ラシ
ム
ル
」
か
と
い
う

問
題
を
解
い
て
い
く
。
そ
れ
が
、
介
石
の
探
求
の
第
二
段
階
と

な
る
。
こ
の
第
二
段
階
の
探
求
は
、
明
治
一
三[

一
八
八
〇]

年
の
『
視
實
等
象
儀
詳
説
』

巻
之
下
に
あ
る
。
そ
こ
で

介
石
は
、
視
實
等
象
儀
図

﹇
上
図
﹈
を
掲
げ
、
中
心
の

軸
棒
に
支
え
ら
れ
た
須
弥

實
象
天
と
右
下
の
北
極
實

象
天
と
が
、
南
洲
か
ら
は
、

同
一の
天
象
に
見
成
さ
れ
る
こ

と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
　

凡
例

一
、
以
下
の
注
釈
に
お
い
て
は
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵

の
写
本
『
闇
中
案
』
を
底
本
と
し
た
。

一
、
各
丁
の
表
裏
毎
に
翻
刻
を
試
み
、
注
解
を
付
け
た
。

一
、
ま
ず
【
本
文
〇
丁
表
・
裏
】
と
し
て
、
そ
の
一
丁
の
行
数

や
一
行
の
字
数
を
可
能
な
限
り
底
本
通
り
再
現
し
た
。
五
行

毎
に
行
の
頭
に
ロ
ー
マ
数
字
の
行
番
号
を
付
け
た
。

「
視
實
等
象
儀
傍
面
圖
」

　
　
　
　
　
　
　

『
日
本
鎚
』
五
十
二
丁

「
須
彌
四
洲
ノ
天
ト
北
極
ノ
天
ト
同

一
ノ
天
象
ニ
見
成
ス
圖
」

『
視
實
等
象
儀
詳
説
』
巻
之
下
十
六
丁
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一
、
俗
字
や
略
字
、
誤
字
や
癖
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
Ｃ
Ｊ
Ｋ
統
合
漢
字
を
基
準
に
訂
正
し
、
訂
正
箇
所
に
傍

線
を
付
け
た
。
た
だ
し
、
幾
つ
か
の
箇
所
は
、
元
の
字
を
示

し
て
推
測
さ
れ
る
正
字
等
を
横
に
括
弧
書
き
で
付
け
た
。
ま

た
、
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
原
本
に
照
ら
し
て
修
正
し
た
。

一
、
Ｃ
Ｊ
Ｋ
統
合
漢
字
一
覧
に
な
い
文
字
に
つ
い
て
は
、
偏
や

旁
な
ど
を
＋
で
結
ん
で
「[

忄+

侖]

」
な
ど
と
表
記
し
た
。

一
、
底
本
原
文
に
な
い
文
字
を
補
う
時
は
、{　

}

で
括
っ
た
。

一
、
原
文
は
句
読
点
、
括
弧
を
含
ん
で
い
な
い
が
、
句
読
点
、

括
弧
を
補
っ
た
。
引
用
さ
れ
た
り
言
及
さ
れ
て
い
る
語
句
は

「　

」
で
、
書
籍
名
は
『　

』
で
括
っ
た
。

一
、
元
々
漢
字
の
読
み
（
ル
ビ
）
が
カ
タ
カ
ナ
で
付
け
て
あ
る

場
合
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
、
読
み
を
補
う
場
合
は
平
仮
名
を

用
い
た
。

一
、
底
本
の
文
字
間
に
空
き
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
「
□

□
」
な
ど
と
表
記
し
た
。

一
、
各
丁
の
翻
刻
の
後
に
《
字
句
注
》
欄
を
設
け
、
字
句
の
意

味
や
正
誤
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
た
。

一
、
最
後
に
、
事
項
や
本
文
の
解
説
を
加
え
た
。
そ
の
際
、
対

象
の
本
文
を
行
番
号
で
示
し
た
。

な
お
、
今
回
は
、『
闇
中
案
』
全
三
巻
の
う
ち
、
巻
之
一
、

巻
之
二
の
注
釈
を
試
み
る
こ
と
と
し
、
第
三
巻
の
注
釈
は
稿
を

改
め
て
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

(5)

　
　
　

注
釈

【
扉
】

肥
後
介
石
先
生
述

　
　
　

闇　

中　

案　

全　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
應
山
藏
書　
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《
解
説
》

扉
　
扉
に
は
、
本
文
と
同
じ
筆
遣
い
で
「
肥
後
介
石
先
生
述　

闇
中

案
全　

松
應
山
藏
書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
「
龍
谷
大
学
図
書
」

の
朱
の
所
蔵
印
が
押
さ
れ
、
図
書
整
理
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
な

お
、
扉
に
先
立
つ
表
紙
に
も
、
図
書
整
理
ラ
ベ
ル
と
題
簽
「
闇
中
案
」

が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
表
紙
は
、
現
在
の
所
蔵
者
で
あ
る
龍
谷
大
学

大
宮
図
書
館
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
。

　
「
松
應
山
藏
書
」
　
底
本
に
は
、
書
写
に
よ
る
「
自
然
な
」
乱
れ
が

見
ら
れ
る
。
三
丁
裏
で
は
「
式
ノ
」
の
二
字
が
合
体
し
て
「
或
」
と

な
っ
て
い
る
。
四
丁
表
で
は
「
氣
」
が
二
字
に
分
か
れ
て
「
乞
ノ
」

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

【
一
丁
表
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     　

Ⅰ
・
客
窓
漫
駁
巻
之
一　

一
名
闇
中
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
村
七
五
三
八
撰

近
頃
京
師
ヨ
リ
皈か

え

ル
人
ア
リ
。
□
『
護
法
新
論
』
ト
イ
ヘ
ル
書

ヲ
索も

と

メ
來
レ
リ
。
乞
テ
披
閲
一
過
ス
ル
ニ
、
暗
ニ
『
日
本
鎚
』
ヲ
識
レ
ル

Ⅴ
・
語
ア
リ
。
ソ
ノ
書
タ
ル
、
鴻
儒
碩
才
ノ
タ
メ
ニ
著
ハ
ス
モ
ノ
ニ
非
ル
モ
、

亦
讀
ム
モ
ノ
信
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ニ
至
テ
ハ
、
妨
ケ
ナ
シ
ト
云
フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
予
ハ

介
石
先
生
ノ
門
ニ
遊
フ
モ
ノ
、
ソ
ノ
弁
ナ
ク
ン
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。

『
護
法
新
論
』
駁
シ
テ
曰
ク
、
護
法
ノ
タ
メ
ニ
コ
ノ
書
ヲ
著
ス

コ
ト
、
其
志
實
ニ
爾し

か

ラ
ス
。
幸
同
郷
ニ
我
師
介
石
ナ
ル
人
ア
リ
。

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
十
二
丁
表
の
「
是
極
星
ハ
極
處
ヲ
去
ル
事
日

本
京
ヲ
去
事
一
度
余
リ
ナ
レ
ハ
」
で
は
、
本
文
の
一
部
「
日
本
京
ヲ
去

事
」
が
割
注
の
中
に
混
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
書
写
に
お
け
る
乱
れ

と
思
わ
れ
る
か
ら
、
別
に
原
本
が
あ
っ
て
、
底
本
は
そ
の
筆
写
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
扉
と
本
文
と
は
筆
遣
い
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
底
本
は
、
原
本
か
ら
の
「
松
應
山
」
を
号
す
る
寺
院
の
関

係
者
に
よ
る
筆
写
本
で
あ
り
、
扉
は
松
應
山
の
筆
写
の
責
任
を
明
示
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(6)
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《
解
説
》

一
行[

表
題]　
「
客か
く
そ
う
ま
ん
ば
く

窓
漫
駁
」
と
は
、「
客
窓
」
す
な
わ
ち
旅
先
の

宿
や
仮
の
住
居
で
、
気
ま
ま
に
反
駁
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
闇
中
案
」
と
は
、「
闇
中
」
に
迷
う
人
（
安
慧
）
を
案
内
し
導

く
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
二
つ
の
表
題
は
、
本
書
が
論
争
の
書
で
あ

る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

二
行[

著
者]　

冒
頭
に
「
島
村
七
五
三
八
撰
」
と
あ
る
。
続
く
本

文
に
は
、
介
石
の
門
人
・
島
村
七し

め
五
三
八は
ち

が
偶
然
手
に
し
た
『
護
法
新

論
』
の
中
に
、
師
介
石
の
著
書
『
日
本
鎚
』
に
つ
い
て
の
批
判
的
な
言

葉
が
あ
る
の
を
見
て
、
介
石
を
訪
ね
相
談
の
上
『
護
法
新
論
』
反
駁

の
た
め
に
本
書
を
執
筆
し
た
と
、
経
緯
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
松
應
山
の
扉
に
あ
る
よ
う
に
、
著
者
は
佐
田
介
石
で
あ
る
。「
島

村
七
五
三
八
撰
」
も
こ
こ
に
記
さ
れ
た
執
筆
の
経
緯
も
、
介
石
に
よ
る

状
況
設
定
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
底
本
二
丁
表
六
行

〜
八
行
の
解
説
を
参
照
。
な
お
、
介
石
の
門
人
島
村
七
五
三
八
が
実
在

し
た
人
か
ど
う
か
の
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。

三
行
『
護
法
新
論
』　

熊
本
は
小
国
の
善
正
寺
に
住
し
た
禿
安
慧
が

慶
応
三[

一
八
六
七]

年
に
出
版
し
た
仏
教
天
文
学
の
主
著
。
自
説
を

隠
さ
ず
明
ら
か
に
す
る
巻
之
上
「
無
隠
篇
」、
西
洋
天
文
説
を
批
判
す

る
巻
之
中
「
平
邪
篇
」、西
説
か
ら
の
批
判
に
応
え
る
巻
之
下
「
護
城
篇
」

の
三
巻
三
冊
か
ら
成
る
。
な
お
、
安
慧
は
『
護
法
新
論
弐
編
』
三
巻
三

冊
（
慶
応
四
年
序
、
明
治
二
年
出
版
）
を
出
し
て
い
る
が
、
介
石
『
闇

中
案
』
は
『
弐
編
』
に
言
及
し
て
い
な
い
。

四
行
・
五
行　
『
日や
ま
と本
鎚つ
ち

』
は
、
介
石
の
主
著
『
鎚
地
球
説
略
』（
文

久
二
年
）の
別
名
。
西
洋
天
文
地
理
の
啓
蒙
書
Ｒ
．
Ｑ
．
ウ
ェ
イ
著『
地

球
説
略
』[

一
八
五
六]

を
、
二
十
の
「
難
」
を
挙
げ
て
批
判
し
て
い

る
（「
は
じ
め
に
」
参
照
）。
安
慧
も
、『
護
法
新
論
』
で
『
地
球
説
略
』

(7)

《
字
句
注
》

三
行
「
皈
」
:
「
歸
」
（
「
帰
」
）
の
俗
字
。　
　

十
行
「
及
」
:

お
よ
ぶ
、
至
る
。　
　

十
一
行
「
梓
ニ
繍
ス
ル
」
:
文
字
を
刻
ん
で

版
木
を
制
作
す
る
こ
と
。　
　

十
一
行
「
選
」
:
え
ら
ぶ
、
書
物
を

作
る
。

Ⅹ
・
及
お
よ
び
て

屡シ
ハ

々
謀ハ
カ

リ
屡
々
問
ヒ
、
又
他
方
ノ
碩
學
ニ
モ
亘
リ
研
キ
、

之
世
人
ト
モ
ニ
許
ス
ニ
至
テ
梓
ニ
繍
ス
ル
コ
ソ
本
ニ
選え

ら
ぶ。
而
ル
ニ
同 

郷
ノ
人
ス
ラ
告
ケ
ス
、
況
ヤ
他
方
ノ
人
ヲ
ヤ
。
加
レ
之
、
ソ
ノ
書
中
、
佛
法

ノ
害
ナ
ラ
ン
ト
思
フ
モ
ノ
、
ソ
ノ
数
多
シ
。
何
ソ
題
シ
テ
「
護
法
」
ト
名
ル
。
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-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

【
一
丁
裏
】 

Ⅰ
・
其
論
ス
ル
處
ロ
、
古
典
ニ
徴
モ
ナ
キ
コ
ト
多
ク
、
□
（
臆
カ
） 

度
ヨ
リ
新
ニ
出
ル 

叓
ナ
レ
ハ
、
「
新
論
」
ト
云
ハ
ヨ
リ
中あ

た

レ
リ
。
「
今
ノ
世
ニ
當
テ
世
法
佛
法
ノ  

蠧と
が
い害
」
ト
云
ヨ
リ
、
八
紙
ノ
文
「
是
豈
思
ハ
サ
ル
ノ
甚
タ
シ
キ
ニ
ア
ラ  

ス
ヤ
」
ト
云
ニ
至
ル
。
駁
シ
テ
曰
、
コ
レ
ハ
實
ニ
時
勢
ヲ
知
ラ
サ
ル
ノ
論
次　

 　

Ⅴ
・
ソ
モ
。
生
疵
、
豈
ニ
護
法
ナ
ラ
ン
ヤ
。
八
紙
「
茲
ニ
其
遺
志
ヲ
續　
　
　
　
　

テ
」
ト
云
ニ
至
ル
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駁
シ
テ
曰
、
普
門
ハ
、
四
州
四
時
固
ヨ
リ
同
時
ナ
ル
コ
ト
異
論
ナ
キ
モ
ノ  

ヲ
、
而
ル
ヲ
誤
テ
異
時
ト
シ
、
又
盈
縮
ハ
昼
夜
ノ
長
短
ナ
リ
ト           　
　

ナ
リ
。
『
日
月
行
品
科
註
』
ニ
ミ
ユ
、
斯

本
ノ
科
註
ハ
環
中
ノ
和
尚
改
之
。

「
本
輪
均
輪
等
ノ
四
輪
ハ
五　
　
　
　
　
　

   　

 

Ⅹ
・ 

風
」
ト
ハ
、
サ
ッ
ハ
リ
ワ
ケ
ノ
変
リ
タ
ル
叓
ヲ
誤
レ
リ
。
爾
ル
ニ
今
コ
ヽ
ニ  　

 

「
全
備
セ
サ
ル
處
モ
」
ト
テ
、
「
モ
」
ノ
字
ヲ
用
ル
ハ
、
云
何
ナ
ル
由よ

リ
。
汝
チ
ハ
知
ラ
ス
ヤ
、

洛
西
ニ
環
中
ア
リ
。
普
門
ヲ
扶
ケ
テ
須
弥
界
暦　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

書
ヲ
﹇
立（
学
カ
）

＋
ナ
﹈
業
ヤ

 

、
異
時
ノ
誤
リ
ヲ
訂た
だ

同
時
ナ
ラ　
　

   

《
字
句
注
》

一
行「
□
（
臆
カ
）
度
」：
一
字
空
所
に「
臆
」を
補
い
、「
臆お
く
た
く度
」と
読
む
。　
　

二

行「
叓
」
:「
事
」の
古
字
。　
　

三
行「
蠧
害
」：
し
み
が
物
を
食
い
破

る
害
、物
事
への
害
。　
　

五
行「
ソ
モ
」：「
論
次
ゾ
モ
」と
読
み
、「
何
と

時
勢
を
知
ら
な
い
論
の
次
第
で
あ
ろ
う
こ
と
か
」と
理
解
す
る
。し
か
し
、

(8)

批
判
を
試
み
、
そ
の
巻
之
上
九
丁
表
で
、「
邪
説
ヲ
鎚
破
セ
ン
ト
欲
ス

レ
ト
モ
、
…
終
ニ
其
鎚
痕
ヲ
見
サ
ル
ハ
如
何
ニ
ソ
ヤ
。
是
他
ナ
シ
彼
西

説
ニ
粗
ナ
ル
カ
故
ナ
リ
」
と
、
暗
に
介
石
の
『
日
本
鎚
』
の
西
説
批
判

が
有
効
で
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
介
石
は
、
こ
の
部
分
を
指
し
て
、「
暗

ニ
『
日
本
鎚
』
ヲ
識
レ
ル
語
ア
リ
」
と
言
っ
て
い
る
。
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《
解
説
》

二
行
「
今
ノ
世
ニ
當
テ
…
」
〜
三
行
「
八
紙
ノ
文
…
ト
云
ニ
至
ル
」

　
『
護
法
新
論
』
巻
之
上
四
丁
表
本
文
冒
頭
〜
八
丁
裏
六
行
を
指
す
。

こ
の
部
分
で
、
安
慧
は
、
円
通
の
『
梵
暦
策
進
』
に
依
り
つ
つ
、
ま
た

キ
リ
ス
ト
教
普
及
書
や
排
耶
書
を
引
い
て
、「
彼
ノ
邪
教
ニ
立
ル
所
ノ

二
球
ノ
説
」
即
ち
西
洋
天
文
学
は
、「
佛
ノ
教
ヲ
壊
乱
ス
ル
ノ
戈
矛
」

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
批
判
が
緊
急
重
大
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
介

石
は
、
そ
の
安
慧
の
主
張
を
「
實
ニ
時
勢
ヲ
知
ラ
サ
ル
ノ
論
次
ソ
モ
」

と
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
う
批
判
す
る
理
由
を
述
べ
て
い
な
い
。

五
行
・
六
行
「
八
紙
『
茲
ニ
其
遺
志
ヲ
續
テ
』
ト
云
ニ
至
ル
」　
『
護

法
新
論
』
巻
之
上
八
丁
裏
七
行
を
指
す
。「
茲
ニ
其
遺
志
ヲ
續
テ
」
以

下
で
、
安
慧
は
、
円
通
の
遺
志
を
継
ぐ
弟
子
た
ち
の
中
に
は
、
書
を
著

す
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
互
い
に
「
異
説
紛
紜
」、
論
争
に
陥
り
、

佛
説
を
輝
か
せ
る
こ
と
に
も
「
洋
夷
ノ
説
ヲ
粉
ノ
如
ク
砕
」
く
こ
と
に

も
成
功
し
な
か
っ
た
と
批
判
し
て
い
る
。「
異
説
紛
紜
」
と
は
、
円
通

亡
き
あ
と
、
環
中(

一
七
九
〇-

一
八
五
九)

が
『
須
彌
界
四
時
異
同

弁
』（
天
保
一
四[

一
八
四
三]

年
）
の
中
で
、
師
円
通
の
四
洲
異
四

時
説
を
批
判
し
、
同
四
時
説
を
唱
え
た
こ
と
か
ら
、
環
中
の
同
四
時
派

と
信
暁(

一
七
七
四-

一
八
五
八)

の
異
四
時
派
と
の
論
争
が
生
じ
た

こ
と
を
指
す
。
異
四
時
説
は
、
仏
典
『
立
世
阿
毘
曇
論
』「
日
月
行
品
」

に
忠
実
に
、
南
洲
が
夏
至
な
ら
ば
北
洲
は
冬
至
、
東
洲
は
秋
分
、
西
洲

は
春
分
と
い
う
よ
う
に
、四
洲
に
異
な
る
季
節
が
訪
れ
る
と
主
張
し
た
。

同
四
時
派
は
、
現
量
実
測
を
重
視
し
、
四
洲
の
間
で
四
季
が
異
な
る
こ

と
は
な
い
と
し
た
。
安
慧
は
、
こ
の
論
争
を
冷
や
や
か
に
見
つ
つ
も
、

異
四
時
に
傾
い
て
い
る
（『
天
文
倢
徑
古
之
中
道
』
明
治
十
四[

一
八
八
一]

年
参
照
）。
他
方
、
介
石
は
、
師
環
中
と
と
も
に
同
四
時
を
主
張
し
て

い
る
（『
日
月
行
品
台
麓
考
』
明
治
十
四[

一
八
八
一]

年
参
照
）。

七
行
〜
十
行　

介
石
は
、
普
門
円
通
後
の
仏
教
天
文
学
に
つ
い
て
の

安
慧
の
説
明
に
反
対
し
て
い
る
。
介
石
は
、
一
方
で
円
通
の
「
四
洲
異

四
時
」「
盈
縮
ハ
昼
夜
ノ
長
短
ナ
リ
」「
本
輪
均
輪
等
ノ
四
輪
ハ
五
風
」

な
ど
の
考
え
を
誤
り
と
し
、
他
方
で
、
環
中
が
そ
の
誤
り
を
正
し
て
仏

教
天
文
学
を
発
展
さ
せ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
な
お
、
円
通
の
異
四
時

の
考
え
は
、『
須
彌
山
儀
並
序
和
解
』（
上
巻
十
二
丁
裏-

十
三
丁
表
）
等

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

八
行
「
盈
縮
ハ
昼
夜
ノ
長
短
」　

 

日
出
ま
た
は
日
没
に
お
け
る
太
陽

の
恒
星
に
対
す
る
位
置
を
日
々
観
測
し
続
け
る
と
、
太
陽
は
黄
道
上
を

毎
日
一
度
弱
東
へ
移
動
し
、
一
年
で
一
周
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
仏

(9)

「
ソ
モ
生
疵
」と
読
ん
で
、「
そ
も
そ
も
生
疵
の
あ
る
論
が
、護
法
で
あ
り

得
よ
う
か
」と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。　
　

十
三
行

「﹇
立（
学
カ
）
＋
ナ
﹈業
」：「
学
業
」と
読
む
。　
　

十
三
行「 

 

」：「
シ
テ
」

の
合
略
仮
名
。
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教
天
文
学
も
、
こ
の
年
周
運
動
を
日
の
東
行
と
言
っ
て
、
東
か
ら
西
へ

の
日
周
運
動
（
西
行
）
か
ら
区
別
す
る
。
と
こ
ろ
で
太
陽
の
東
行
の
速

度
は
一
定
で
は
な
く
、
冬
至
の
頃
最
も
速
く
夏
至
の
頃
最
も
遅
い
。
こ

の
こ
と
を
、
梅
文
鼎
（
一
六
三
三
―
一
七
二
一
）
の
『
暦
学
疑
問
』
巻

三
「
論
盈
縮
高
卑
」
は
、「
冬
至
は
盈
の
極
」「
夏
至
は
縮
の
極
」
と
言

う
。
つ
ま
り
、「
盈
縮
」
は
太
陽
の
黄
道
上
の
見
か
け
の
年
周
運
動
の

遅
疾
を
意
味
す
る
。
な
お
、
そ
れ
は
、
ケ
プ
ラ
ー
の
楕
円
軌
道
と
面
積

速
度
一
定
の
法
則
か
ら
導
か
れ
る
地
球
の
公
転
角
運
動
の
遅
疾
に
対
応

す
る
。
他
方
、「
昼
夜
ノ
長
短
」
の
変
化
は
、
自
転･

公
転
す
る
地
球

の
自
転
軸
の
傾
き
（
天
の
赤
道
に
対
す
る
黄
道
の
傾
き
）
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
。
盈
縮
と
昼
夜
ノ
長
短
と
は
直
接
に
は
関
係
が
な
い
。
そ

れ
を
円
通
が
同
一
視
し
た
と
介
石
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
同
一
視
の

誤
り
は
、
円
通
の
『
日
月
行
品
科
註
』
に
見
ら
れ
、
環
中
が
そ
れ
を
改

め
た
と
、『
闇
中
案
』
一
丁
裏
の
割
注
は
述
べ
て
い
る
が
、
円
通
の
『
日

月
行
品
科
註
』
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

九
行
・
十
行　
「
本
輪
均
輪
等
ノ
四
輪
」
と
は
、
太
陽
や
月
の
見
か

け
の
運
動
を
よ
り
正
確
に
近
似
す
る
た
め
に
西
洋
天
文
学
が
用
い
た
周

天
円
の
組
合
せ
、
な
い
し
そ
の
方
法
（
例
え
ば
テ
ィ
コ
・
ブ
ラ
ー
エ
の

均
輪
法
）
の
こ
と
で
あ
る
。
他
方
「
五
風
」
は
、
仏
典
の
『
起
世
経
』

な
ど
に
語
ら
れ
て
い
て
、
日
月
を
轉
持
し
て
須
弥
界
を
遶
ら
せ
る
五
つ

の
風
輪
と
さ
れ
る
。
介
石
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
数
学
的
近
似
の
た
め
の

方
法
上
の
概
念
、
後
者
は
実
在
を
意
味
す
る
概
念
で
あ
る
か
ら
別
物

（『
視
實
等
象
儀
詳
説
』
巻
之
下
、二
十
六
丁
表
裏
参
照
）
で
あ
っ
て
、円
通
（
そ

し
て
安
慧
）が
両
者
を
同
一
視
す
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
西
洋
の「
四

輪
」
と
仏
典
の
「
五
風
」
と
の
同
一
視
は
、
円
通
『
須
彌
山
儀
銘
並
序

和
解
』（
巻
之
下
、
三
丁
表-

四
丁
表
）、
ま
た
安
慧
『
護
法
新
論
』（
巻
之

上
十
五
表-

十
六
裏
）
に
見
ら
れ
る
。

十
一
行
〜
次
の
二
丁
表
三
行　
『
護
法
新
論
』
巻
上
か
ら
「
全
備
セ

サ
ル
處
モ
」
の
前
後
を
引
く
と
、「
律
師
ハ
創
業
ノ
人
、
一
代
ニ
ハ
全

備
セ
サ
ル
所
モ
ア
ル
ヘ
シ
。
恨
ラ
ク
ハ
其
継
業
ノ
者
、
之
ヲ
大
成
ス
ル

者
ナ
キ
コ
ト
ヲ
」（
八
丁
裏-

九
丁
表
）。
介
石
は
、
安
慧
は
「
全
備
セ
サ

ル
所
モ
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
円
通
の
「
全
備
セ
サ
ル
所
」
を
知
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
と
問
い
詰
め
、
そ
の
「
全
備
セ
サ
ル
所
」
を
指
摘

し
た
の
は
環
中
で
あ
る
と
言
お
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
其
継
業

ノ
者
、
之
ヲ
大
成
ス
ル
者
ナ
キ
」
と
い
う
安
慧
に
対
し
て
、
介
石
は
、

次
の
二
丁
表
に
か
け
て
、
環
中
の
業
績
（
同
四
時
を
説
き
、「
盈
縮
ト

昼
夜
ノ
長
短
ト
同
ス
ル
ノ
誤
リ
ヲ
正
シ
」、
暦
理
解
明
の
書
を
著
し
た

こ
と
な
ど
）
を
挙
げ
て
反
論
す
る
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

【
二
丁
表
】　　
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Ⅰ
・
シ
テ
、
盈
縮
ト
昼
夜
ノ
長
短
ト
同
ス
ル
ノ
誤
リ
ヲ
正
シ
、
暦
理
ヲ

解
ス
ル
数
部
ノ
書
ヲ
著
ハ
シ
、
以
テ
師
ノ
功
ヲ
補
フ
。
継

等
（
学
カ
）

コ
レ
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
ナ
シ
。
何
ソ
大
成
ノ
人
ナ
ラ
ン
ヤ
。

九
帋　
右
ノ
初

「
今
概
シ
テ
論
ス
ル
ニ
」
ト
云
ヨ
リ
「
彼
西
説
ニ
粗
ナ
ル
カ
故

Ⅴ
・
ナ
リ
」
ト
云
ニ
至
ル
。

駁
シ
テ
曰
、
コ
ノ
語
中
分
明
ニ
介
石
先
生
ト
サ
ヽ
サ
レ
ト
モ
、
丁
丑
ノ
秋

先
生
ニ
贈
テ
「
日
本
鎚
」
ヲ
付
ス
ル
中
ニ
具
ヘ
タ
ル
語
勢
ナ
レ
ハ
、

暗
ニ
先
生
ヲ
誚そ

し

ル
事
著
シ
。
否
ト
云
ヒ
カ
タ
シ
。
汝
ヨ
ク
聞
ケ
、

瓢
箪
モ
ナ
マ
ズ
テ
ハ
オ
サ
ヘ
ラ
レ
マ
ヒ
カ
、
丁ゼ

ン
ツ
メ爪
打
チ
込
マ
ハ
動

Ⅹ
・
ク
叓
ハ
ナ
ル
マ
ヒ
。
イ
カ
ニ
汝
カ
随
處
地
頂
ト
讀
ス
ト
モ
、
ソ
レ
ハ
全
ク

地
球
ノ
上
ノ
事
ニ
テ
、
ソ
ノ
國
ノ
ソ
ノ
處
限
リ
ニ
テ
截き

リ
分
ケ
テ
モ
論

ス
ル
ト
キ
ハ
、
上
下
ノ
別
カ
タ
ヽ
ス
ト
ハ
イ
ハ
レ
マ
ヒ
。
若
シ
ソ
レ
カ
立
ス
ト
イ
ハ

ヽ
、
且し

ば
らク
日
本
限
ニ
テ
上
下
ノ
事
ヲ
論
ス
ル
ト
キ
ハ
、
汝
ハ
天
ヲ
下

《
字
句
注
》

　

二
〜
三
行
「
継
等
（
学
カ
）」
：
「
継
学
」
と
読
む
。　

四
行
「
帋
」
：

「
紙
」
の
俗
字
。　
　

九
行
「
丁
爪
」
：
釘
の
こ
と
か
。　
　

十
行

介
石
が
一
丁
表
で
「
暗
ニ
『
日
本
鎚
』
ヲ
識
レ
ル
語
ア
リ
」
と
指
摘
し

た
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
安
慧
は
介
石
の『
日
本
鎚
』（『
鎚
地
球
説
略
』）

を
批
判
し
て
い
る
。そ
れ
を
全
文
引
く
と
、「
今
概
シ
テ
之
ヲ
論
ス
ル
ニ
、

[

仏
教
天
文
家
の]

多
ク
ハ
西
洋
究
理
ノ
説
ヲ
、
深
ク
尋
繹
セ
ス
。
唯

「
讀
ス
」
：
「
讀
ま
ず
」
で
は
な
く
、
「
讀
ま
す
」
す
な
わ
ち
「
讀

ま
せ
る
」
と
理
解
す
る
。

《
解
説
》

三
行　
「
何
ゾ
大
成
ノ
人
ナ
ラ
ン
ヤ
」
は
、「
何
ゾ
大
成
ノ
人
ナ
ラ
ズ

ヤ
」、
つ
ま
り
、
環
中
が
「
大
成
ノ
人
」
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
。

四
行
〜
五
行　
『
護
法
新
論
』
巻
之
上
九
丁
表
一
行
目
〜
最
終
行
。

(11)
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尋
常
ノ
見
ニ
住
シ
、
盡
虚
空
中
ニ
上
下
ト
云
者
ヲ
定
メ
置
テ
、
其
中
間

ニ
地
球
カ
旋
轉
シ
、
重
キ
モ
ノ
ハ
地
球
ノ
上
面
ヨ
リ
下
面
ニ
向
テ
落
チ

降
ル
ヘ
シ
ト
云
義
ヲ
モ
テ
、
邪
説
ヲ
鎚
破
セ
ン
ト
欲
ス
レ
ト
モ
、
彼
ハ

随
處
地
頂
ニ
テ
、
虚
空
ニ
上
下
ノ
定
リ
ナ
ク
、
世
界
ハ
球
圓
ニ
シ
テ
、

到
ル
處
カ
地
頂
ニ
テ
、
落
チ
降
ル
モ
ノ
ハ
、
四
方
八
面
、
何
レ
ノ
處
ヨ

リ
モ
地
球
ノ
心
ニ
向
テ
落
チ
降
ル
ト
云
説
ナ
レ
ハ
、
何
程
聖
人
ノ
書　

周
髀
等
ヲ

言
ナ
リ　

ニ
、
カ
ク
ノ
如
ク
ア
リ
、
佛
説
カ　
須
弥
界
ノ

説
ヲ
言
也　

コ
ノ
通
リ
ナ
ト
、

論
シ
タ
リ
ト
テ
、
諺
ニ
云
フ
瓢
ニ
テナ

マ
ツヲ
按オ
サ

エ
ル
如
ク
、
地
球
ニ
於
テ

ハ
依
然
ト
シ
テ
、終
ニ
其
鎚
痕
ヲ
見
サ
ル
ハ
如
何
ニ
ソ
ヤ
。
是
他
ナ
シ
、

彼
西
説
ニ
粗
ナ
ル
カ
故
ナ
リ
」。

介
石
の
『
日
本
鎚
』
は
、
西
洋
の
地
球
説
や
地
動
説
に
二
十
の
難
点

を
指
摘
し
て
、西
説
は
間
違
い
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
難
点
の
一
つ「
船

　

覆
ク
ツ
ガ
ヘ
リ二
‐
墜オ
ツ
ル 

空ニ 

一
ノ
難
」
は
、
も
し
大
地
が
球
で
あ
れ
ば
、
船
が
「
地

球
ノ
頂
ヨ
リ
地
球
ノ
腰
ヘ
向
フ
テ
降
」
り
て
行
く
と
き
、「
ソ
ノ
腰
ノ

処
ニ
テ
乗
リ
迦は
ず

レ
、
船
空
ニ
向
テ
覆
ヘ
ル
ヘ
シ
。
又
ソ
ノ
地
球
ノ
腰
ヨ

リ
地
球
ノ
底
ニ
至
ル
ト
キ
ソ
ノ
船
空
ニ
向
テ
倒
マ
ニ
墜
ル
ヘ
シ
」、
し

か
し
「
船
コ
ト
ゴ
ト
ク
空
ニ
向
テ
覆
ヘ
リ
墜
ツ
」
な
ど
と
い
う
こ
と
は

な
い
か
ら
、
大
地
は
球
で
は
な
い
と
言
う
﹇
十
六
丁
表
裏
﹈。
そ
れ
に
対

し
て
、安
慧
は
上
の
引
用
箇
所
で
、介
石
は
「
盡[

全]

虚
空
中
ニ
上
下
」

を
仮
定
し
そ
の
中
に
地
球
を
置
き
、
そ
の
仮
定
か
ら
地
球
説
の
不
合
理

を
指
摘
す
る
が
、
地
球
説
は
「
随
処
地
頂
」（
地
上
の
あ
ら
ゆ
る
処
が

そ
の
処
で
の
地
頂
）
で
あ
る
か
ら
、「
虚
空
ニ
上
下
ノ
定
リ
」
な
ど
無
い
。

従
っ
て
、
介
石
の
批
判
は
、
西
説
の
無
理
解
か
ら
の
的
外
れ
の
批
判
で

し
か
な
い
と
、
批
判
し
て
い
る
。

六
行
〜
八
行　
（
右
に
引
い
た
）『
護
法
新
論
』
九
丁
表
一
行
目
〜
最

終
行
の
語
は
、
安
慧
が
「
丁
丑
ノ
秋[

介
石]

先
生
ニ
贈
」
っ
た
「『
日

本
鎚
』
ヲ
付
ス
ル
」
書
の
中
に
も
あ
る
、
だ
か
ら
『
護
法
新
論
』
の
こ

の
箇
所
は
介
石
先
生
批
判
に
間
違
い
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。「『
日

本
鎚
』
ヲ
付
ス
ル
」
書
は
、安
慧
著
『
日
本
鎚
質
問
』
を
指
す
。
実
際
、

『
日
本
鎚
質
問
』
四
丁
表
は
、『
護
法
新
論
』
九
丁
表
一
行
目
〜
最
終
行

の
記
述
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
介
石
存
命
中
の
丁
丑
の

年
は
明
治
一
〇[

一
八
七
七]

年
だ
け
だ
か
ら
、
明
治
一
〇
年
秋
、
西

南
戦
争
終
結
の
頃
、
安
慧
は
『
日
本
鎚
質
問
』
を
介
石
に
贈
っ
た
こ
と

に
な
る
。『
日
本
鎚
質
問
』
の
末
尾
に
は
、「
今
也
昇
平
日
久
ク
、
余
暇

ヲ
得
ル
者
、
書
ヲ
窓
前
ニ
開
カ
サ
ル
マ
シ
。
苟
ク
モ
書
ヲ
開
ク
モ
ノ
ハ

彼
ノ
二
球
ノ
説
ヲ
閲
ス
ル
ヲ
以
テ
先
ト
ス
」
と
あ
る
。
安
慧
は
、
西
南

戦
争
終
結
を
念
頭
に「
今
や
平
和
な
日
が
長
く
続
く
」、読
書
に
専
念
し
、

西
洋
の
天
地
二
球
説
を
学
ぶ
よ
う
に
と
、
九
州
、
西
中
国
地
方
か
ら
の

若
い
門
弟
た
ち
に
、
語
り
か
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
安
慧

は
『
日
本
鎚
質
問
』
を
戦
争
終
結
の
明
治
一
〇
年
九
月
頃
に
書
き
終
え

介
石
に
贈
り
、
贈
ら
れ
た
介
石
は
、
主
著
『
日
本
鎚
』
の
西
洋
天
文
説

批
判
が
安
慧
に
よ
り
反
駁
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
安
慧
へ
の
反
論
を

(12)
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-
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-
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【
二
丁
裏
】       　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・
ト
シ
地
ヲ
上
ト
ス
ル
歟
。
汝
苟
モ
天
ヲ
上
ト
シ
地
ヲ
下
ト
セ
ハ
、
矢

張
リ
日
本
ハ
日
本
タ
ケ
ニ
テ
定
リ
タ
ル
上
下
ア
ル
叓
ヲ
許
サ
ス

ト
イ
ハ
ヽ
、
イ
ハ
ユ
ル
サ
別
ナ
キ
平
學（

等
）ハ
悪
平
學（
等
）ニ
テ
、
ソ
レ
コ
ソ 　
　

汝
カ
イ
ヘ
ル
瓢
タ
ン
ナ
マ
ス
ヲ
オ
サ
ユ
ル
ノ
論
ナ
ラ
ン
。
イ
カ
ヽ
汝
チ　
　
　

     

Ⅴ
・
聞
分
ケ
ナ
キ
モ
ノ
ニ
セ
ヨ
、
日
本
テ
ハ
日
本
タ
ケ
ノ
上
下
ノ
定

リ
有
事
カ
弁わ

き
まヘ
ラ
レ
ヌ
方
ハ
ア
ル
マ
ヒ
。
カ
ノ
『
日
本
鎚
』
ヲ
ヨ
ク
ミ

ヨ
。
カ
ノ
十
一
帋
ニ
「
コ
ノ
日
本
ニ
テ
一
タ
ビ
上
ト
定
リ
一
タ
ビ
下
ト　
　
　

定
リ
タ
ル
方
角
ハ
、
コ
ノ
日
本
ヨ
リ
ハ
何
処 

 

マ
デ
モ
上
下
ノ　

変
動
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
由
テ
コ
ノ
日
本
ノ
方
角
ヲ
押
シ
立　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅹ
・
テ
ヽ
云
ハ
ヽ
」
ト
申
ス
。
日
本
ト
イ
ヘ
ル
捒

よ
そ
おヒ
ノ
語
ヲ
オ
ヰ
テ
、
日  　
　

本
タ
ケ
ノ
地
球
ヲ
截
リ
分
ケ
、
日
本
タ
ケ
ノ
上
下
ノ
立
タ
ル
上
ヨ
リ
、　
　
　
　

ソ
ノ
正
対
ス
ル
處
ノ
足
底
國
ノ
水
火
ノ
升
降
ノ
性

思
い
立
ち
、
恐
ら
く
翌
年
初
め
ま
で
に
は
『
闇
中
案
』
を
書
き
、
安
慧

の
主
著『
護
法
新
論
』批
判
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、『
闇

中
案
』
執
筆
の
実
際
の
経
緯
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
日
本
鎚
質
問
』
は
、

西
説
批
判
の
た
め
に
も
、「
一
旦
究
理
家
ト
ナ
リ
、彼
カ
堂
室
ヲ
探
」[

四

丁
表]
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

八
行
「
汝
ヨ
ク
聞
ケ
」
〜
三
丁
表
六
行　

こ
の
部
分
で
、介
石
は
、「
盡

虚
空[

全
空
間]
中
ニ
上
下
」
を
仮
定
す
る
介
石
の
西
説
批
判
を
「
瓢

ニ
テ

ヲ
按
エ
ル
」
よ
う
な
も
の
だ
と
酷
評
す
る
安
慧
に
反
論
し
て
い

る
。
瓢
箪
も
、﹇
対
象
が
﹈な
ま
ず
で
は
押
さ
え
ら
れ
ま
い
。
し
か
し[

ど

こ
か
に]

釘
を
打
ち
込
め
ば
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
よ
う
に
、

一
つ
の
所
だ
け
、例
え
ば
日
本
だ
け
を
取
れ
ば
上
下
が
定
ま
る
は
ず
だ
。

『
日
本
鎚
』
十
一
丁
に
お
い
て
は
、
そ
の
日
本
に
定
ま
る
上
下
を
基
準

に
地
球
説
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
盡
虚
空
中
ニ
上
下
」
を
仮
定

し
た
上
で
の
西
説
批
判
で
は
な
い
と
、
介
石
は
応
え
て
い
る
。

(13)
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【
三
丁
表
】     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・
中
ニ
上
下
ヲ
」
最
初
カ
ラ
「
定
メ
置
テ
」
論
ヲ
立
テ
タ
ル
ソ
。
是
ハ
先　
　

與
后
奪
ノ
論
ニ
テ
、
初
メ
ハ
「
随
處
地
頂
」
ト
申
ス
事
ヲ
与
ヘ　
　
　
　
　
　

置
テ
、
ソ
レ
カ
ラ
日
本
タ
ケ
ノ
上
下
ノ
定
リ
タ
ル
上
ノ
水
火
升
降　
　
　
　
　
　

ノ
理
ヲ
責
テ
、
后
奪
テ
地
球
一
面
ノ
上
下
ヲ
シ
テ
コ
ノ

Ⅴ
・
日
本
ノ
上
下
ニ
同
シ
カ
ラ
シ
ム
ル
ノ
論
テ
ア
ル
。
ヨ
ク
眼
ヲ　
　
　
　

留
メ
ヨ
。

「
今
予
カ
説
ク
處
ハ
世
間
ニ
普
通
ノ
天
文
家
ノ
説
ニ
異　
　
　
　

ナ
リ
」
ト
云
ヨ
リ
「
瓜
ノ
如
ク
裂
ケ
塊
ノ
如
ク
砕
ケ
去
ル

ヘ
シ
」
ト
云
ニ
至
ル
。

Ⅹ
・
駁
シ
テ
曰
、
ソ
レ
何
ノ
道
ニ
セ
ヨ
普
通
ノ
道
ニ
ア
｛
ラ
｝
サ
ル
ハ
世
人
ノ 　

 

許
サ
ヽ
ル
ト
コ
ロ
。
然
ル
ニ
自
説
ヲ
自
称
シ
テ
普
通
ノ
説

ニ
ア
ラ
ン
時
ハ
何
ソ
「
地
動
説
一
喝
下
ニ
…
砕
ケ
」
ン
ヤ
。　
　
　
　
　

《
字
句
注
》

三
行
「
平
學（
等
）」
：
「
平
等
」。　
　

十
行
「
捒

よ
そ
おヒ
ノ
語
」
：
修
飾
語
。

《
解
説
》

十
二
行
・
十
三
行　

介
石
は
、『
鎚
地
球
説
略
』（『
日
本
鎚
』）
八
丁

裏
〜
十
二
丁
表
で
、
地
球
説
に
は
、「
水
仰テ 

升ル 

レ
高
ノ
難
」（「
足
底
國
」

い
わ
ゆ
る
地
球
の
裏
側
で
は
、
水
が
「
下
ヨ
リ
…
上
ヲ
指
シ
テ
」
昇
る

と
い
う
不
合
理
）
や
「
火
俯
ウ
ツ
ム
イ
テ

降ル 

レ
卑ニ
ノ
難
」（
や
は
り
「
足
底
國
」
で

は「
火
勢
ハ
下
ヲ
サ
シ
テ
倒
マ
ニ
降
ル
ヘ
シ
」と
い
う
難
）が
含
ま
れ
る
と
言
っ

て
、
西
説
を
批
判
し
て
い
る
。
十
二
行
、
十
三
行
は
そ
の
こ
と
を
指
す
。

(14)

ヲ
責
メ
テ
論
シ
タ
ル
ソ
。
『
日
本
鎚
』
ノ
何
處
ニ
カ
「
尽
ク
虚
空　
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《
字
句
注
》

一
・
二
行
「
先
與
后
奪
」
：
「
先
生
與
﹇
大+

集
﹈」
を
改
め
た
。

《
解
説
》

一
行
・
二
行
「
先
與
後
奪
ノ
論
」　
（
仏
教
に
お
け
る
）
問
答
法
・
論

争
法
の
一
つ
。「
与
」
と
は
、
論
敵
の
主
張
（
今
は
「
随
處
地
頂
」）
を

一
旦
認
め
る
こ
と
。
そ
の
上
で
論
敵
の
主
張
に
不
合
理
や
限
界
を
指

摘
し
て
（「
日
本
ダ
ケ
ノ
上
下
ノ
定
リ
タ
ル
上
ノ
水
火
升
降
ノ
理
ヲ
責

テ
」）、
論
敵
の
主
張
の
力
を
「
奪
」
い
、
自
説
へ
と
結
論
を
も
っ
て
い

く
（「
地
球
一
面
ノ
上
下
ヲ
シ
テ
コ
ノ
日
本
ノ
上
下
ニ
同
ジ
カ
ラ
シ
ム

ル
」）。
背
理
法
に
類
似
し
た
論
法
で
あ
る
。
介
石
は
、
明
治
七
年
九
月

の
左
院
宛
の「
建
白
清
国
不
可
討
之
議
」に
お
い
て
も
こ
の
論
法
を
使
っ

て
い
る
。
ま
た
、経
済
論
の
主
著
『
栽
培
経
済
論
初
篇
』（
明
治
十
一
年
）

巻
之
上
六
丁
裏
に
お
い
て
は
、
論
争
法
で
は
な
い
が
、
稲
麦
に
肥
料
を

与
え
成
長
を
促
し
そ
の
果
を
収
穫
す
る
経
済
の
原
理
を
、「
先
ニ
与
ヘ

後
ニ
之
ヲ
奪
フ
ベ
キ
コ
ト
ハ
、
天
然
自
然
ノ
常
道
ナ
リ
」
と
説
明
し
て

い
る
。

七
行
〜
九
行　
『
護
法
新
論
』
巻
之
上
九
丁
表
裏
を
指
す
。
安
慧
は
、

介
石
の
西
説
非
難
が
西
説
無
理
解
か
ら
の
的
外
れ
の
非
難
で
あ
る
と
批

判
し
て
い
た
。
こ
こ
で
安
慧
は
、
自
ら
の
仏
教
天
文
学
が
、
西
説
を
深

く
探
求
し
た
上
で
、
そ
の
西
説
に
よ
っ
て
西
説
（
特
に
地
動
説
）
を
反

駁
し
よ
う
と
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
理
論
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
強
力
な

西
説
批
判
だ
と
言
う
。
少
し
補
っ
て
こ
の
部
分
を
引
く
と
、「
今
予
カ

説
ク
所
ハ
、
世
間
普
通
ノ
天
文
家
ノ
説
ニ
異
ナ
リ
。
其
故
ハ
先
ツ
彼
ノ

西
説
ニ
専
ラ
力
ヲ
盡
シ
、
其
堂
室
ヲ
探
リ
得
テ
、
却
テ
之
ヲ
以
テ
、
彼

ヲ
撃
ン
ト
欲
ス
。
所
謂
奪
二
他ノ 

棒
一
却
打
レ
他
ナ
リ
。
…
今
ハ
彼
ノ
究

理
説
ヲ
以
テ
雑
兵
ト
シ
テ
、
彼
カ
鋭
気
ヲ
挫
キ
、
従
テ
佛
説
ノ
斧
鉞
ヲ

以
テ
ス
ル
ニ
、
地
動
ノ
説
ハ
一
喝
下
ニ
、
瓜
ノ
如
ク
裂
ケ
塊
ノ
如
ク
砕

ケ
去
ル
ヘ
シ
。」

安
慧
は
、「
彼
ノ[

西
説
の]

究
理
説
」
を
拠
り
所
と
す
る
。
西
説

を
批
判
・
反
駁
す
る
『
護
法
新
論
』「
平
邪
篇
」「
護
城
篇
」
だ
け
で
な

く
、自
ら
の
原
理
「
圓
準
之
理
」
を
提
示
す
る
「
無
隠
篇
」
に
お
い
て
も
、

西
洋
の
大
気
論
と
屈
折
光
学
を
援
用
し
て
い
る
。『
護
法
新
論
』
全
篇

に
亙
っ
て
、安
慧
は『
天
経
或
問
』[

訓
点
本1

7
3
0
]

『
氣
海
観
瀾
』[1

8
2
7
]

『
博
物
新
編
』[1

8
5
5
]

『
地
球
説
略
』[1

8
5
6
]

『
六
合
叢
談
』[1

8
5
7
-
5
8
]

『
談

天
』[1

8
5
9
]

な
ど
、
西
洋
科
学
を
解
説
し
た
日
中
の
漢
語
文
献
に
広
く

当
っ
て
い
る
。

十
行
〜
十
二
行　

介
石
は
、
西
説
に
よ
っ
て
西
説
を
反
駁
し
仏
説
を

(15)

　
　

九
紙
左　

「
或
曰
ク
、
今
子
カ
説
ニ
」
ト
云
ヨ
リ
十
五
紙
右
四
行
至
ル
。
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【
三
丁
裏
】   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・
駁
シ
テ
曰
ク
、
コ
レ
ハ
無
益
ノ
弁
ナ
リ
。
天
文
地
理
ニ
志
ス
モ
ノ
、
何
ハ
コ
レ

式
ノ
文
ヲ
解
ス
ル
ニ
暗
カ
ラ
ス
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

十
五
帋

右
五
行

「
サ
テ
此
円
準
之
理
」
ト
云
ヨ
リ
十
九
帋
右
七

行
ニ
至
ル
。
駁
シ
テ
曰
、
コ
ノ
中
先
初
メ
ニ
『
儀云

名
也銘
』
ノ
誤
ヲ
正
シ
、
后
コ
ノ
『
新
論
』　

Ⅴ
・
ノ
謬
ヲ
責
ン
。
初
其
『
儀
銘
』
ノ
謬
リ
ニ
三
ア
リ
。
一
ニ
ハ
風
ヲ
以
テ　
　

  

氣
ニ
混
ス
ル
ノ
事
、
下
ニ
至
テ
弁
セ
ム
。
二
ニ
ハ
四
輪
ヲ
以
テ
五　
　

  

輪
ト
ス
ル
ノ
誤
リ
。
暦
法
ニ
テ
ハ
本
輪
・
均
輪
・
次
キ
ン
輪
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
均
輪
ノ
四
輪
ヲ
立
テ
ヽ
、
外
ニ
輪
ヲ
タ
テ
ス
。
而
ル
ニ
之
ヲ
五　
　

輪
ト
ス
ル
ハ
誤
リ
ナ
リ
。
三
ニ
五
輪　
実
ハ
四
輪　

ト
五
風
ト
混
同
ス
ル
ノ　
　

Ⅹ
・
誤
リ
。
五
輪
ト
ハ
図
ノ
如
ク
実
ハ
四
輪
ナ
リ
。
尓し

か

ル
ヲ
誤
リ
テ　
　
　
　
　
　
　

 　
　

之
ト
ス
。
コ
ノ
四
輪
ハ
月
行
東
ニ
移
ル
ニ
就
テ
最
高
最
卑
ヲ　
　
　
　
　
　
　

 　

算
ス
ル
ニ
、
其
蜜
合
ヲ
欲
ス
ル
ニ
設
ケ
タ
ル
暦
算
ノ
法
ナ
リ
。
尓
ル
ニ

擁
護
す
る
安
慧
の
方
法
を
、
全
く
認
め
て
い
な
い
。

十
三
行　
『
護
法
新
論
』
巻
之
上
九
丁
裏
〜
十
五
丁
表
を
指
す
。
西

洋
究
理
を
拠
り
所
と
す
る
と
い
う
「
子
カ
説
」（
安
慧
の
説
）
は
、
自

身
の
「
巧
思
ニ
出
ル
所
ロ
カ
」、「
師
承
ス
ル
所
ア
ル
乎
」（
師
か
ら
の

教
え
に
よ
る
の
か
）
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
安
慧
は
、
円
通
『
縮
象

儀
説
』
を
拠
り
所
と
し
、
そ
れ
に
教
え
ら
れ
た
と
答
え
て
い
る
。『
縮

象
儀
説
』
の
中
で
も
、
仏
教
天
文
学
の
中
心
問
題
に
つ
い
て
の
円
通
の

(16)

意
見
「
須
彌
山
儀ノ 

之
縮ス
ル
ヤ

  

也
、
則チ 

是レ 

渾
蓋
二
球ナ
リ

  

、
渾
蓋
二
球
之
展ル
ヤ

  

也
、
則チ 

是レ 

須
彌
山
儀ナ
リ

 

」、
ま
た
天
度
と
地
度
の
一
致
の
難
問
を
仏
説

に
向
け
る
人
に
対
す
る
、「
圓
準
之
理
」
の
探
求
が
肝
要
だ
と
い
う
円

通
の
返
答
「
此レ
ノ

  

是レ 

知テ 

二
其ノ 

一
端ヲ 

一
、
而
未タ 

四
嘗
知
三
天ニ 

有
二
圓
準ノ 

之

理
一
。
請フ 

就テ 

二
梵
暦ニ 

一
而
研セ
ヨ 

レ
之
」
を
、
安
慧
は
自
説
発
案
の
手
掛
か

り
と
し
て
い
る
（
小
論
「
は
じ
め
に
」
参
照
）。
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《
字
句
注
》

六
行
以
下
「
輪
」
：[

忄+

侖] 

や
「
侖
」
を
訂
正
。

《
解
説
》

一
行
・
二
行　

介
石
は
、
安
慧
が
円
通
『
縮
象
儀
説
』
を
自
説
の
拠

り
所
と
し
て
引
用
解
説
し
て
い
る
こ
と
に
、
意
義
を
認
め
な
い
。　
　

三
行
・
四
行　
『
護
法
新
論
』
巻
之
上
十
五
丁
表
五
行
〜
十
九
丁
表

七
行
。
円
通
は
『
縮
象
儀
説
』
で
「
圓
準
之
理
」
の
探
求
が
肝
要
だ
と

言
う
だ
け
で
、「
圓
準
之
理
」
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
説
い
て

い
な
い
。
し
か
し
、
安
慧
は
、
仏
説
の
風
輪
論
が
西
説
の
均
輪
法
と
一

致
す
る
だ
ろ
う
と
の
円
通
『
儀
銘
』（『
須
彌
山
儀
銘
並
序
和
解
』）
下

巻
三
丁
表
裏
の
推
測
に
基
づ
き
な
が
ら
、さ
ら
に
西
洋
科
学
啓
蒙
書『
博

物
新
篇
』
や
『
氣
海
観
瀾
』
が
風
を
気
の
流
れ
と
し
、
気
と
風
と
を
同

じ
も
の
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
、
仏
説
の
風
輪
と
西
説
の
大

気
や
気
海
と
は
同
じ
も
の
だ
と
解
釈
す
る
。
そ
う
し
て
、
円
通
の
「
圓

準
之
理
」
の
実
質
は
、
気
に
よ
る
視
線
の
屈
折
に
他
な
ら
な
い
と
結
論

付
け
て
い
る
。
そ
の
部
分
を
引
く
と
、「『
縮
象
儀
説
』ノ
文
ニ
、天
ニ『
圓

準
之
理
ア
リ
』
ト
云
ヘ
ル
ハ
、
今
此
ノ
世
界
ニ
弥
満
セ
ル
、
日
月
星
辰

ヲ
乗
ス
ル
、
風
輪
ノ
圓
ク
凸
キ
氣
ノ
コ
ト
ニ
テ
、
此
ノ
空
氣
カ
一
直
線

ニ
透
見
ス
ル
所
ノ
視
線
ヲ
曲
折
シ
テ
、
凡
庸
人
ヲ
シ
テ
、
天
象
識
リ
難

カ
ラ
シ
メ
、
疑
ハ
シ
ム
ル
モ
ノ
ハ
、
此
ノ
風
輪
ノ
所
以
ナ
ル
コ
ト
炳
焉

タ
リ
。」﹇
護
法
新
論
、
十
七
丁
裏-

十
八
丁
表
﹈。

五
行
〜
四
丁
表
十
行　

介
石
は
ま
ず
、
安
慧
が
「
圓
準
之
理
」
の
探

求
に
お
い
て
拠
り
所
と
し
た
円
通
の
『
須
彌
山
儀
銘
並
序
和
解
』
に
、

三
つ
の
誤
り
（
①
「
風
ヲ
以
テ
氣
ニ
混
ス
ル
ノ
事
」、
②
「
四
輪
ヲ
以

テ
五
輪
ト
ス
ル
ノ
誤
リ
」。
③
「
五
輪　
実
ハ
四
輪　

ト
五
風
ト
混
同
ス
ル
ノ

誤
リ
」）
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
問
題
の
個
所
を
円
通
『
須
彌
山

儀
銘
並
序
和
解
』（
巻
之
下
三
丁
表
裏
）
か
ら
引
く
と
、「
若モ
シ

『
起
世
経
』

ニ
ヨ
ラ
バ
、『
日
月
各
乗シ
テ 

二
五
風ニ 

一
遶ル 

二
四
天
下
一
』
ト
説
リ
。
… 

按

ニ
風
ハ
是
氣
ナ
リ
。
日
月
衆
星
大
氣
ニ
乗
シ
テ
空
ヲ
行
ト
ス
ル

こ
と

ハ
、

支
那
モ
亦
然
ナ
リ
。
宣
夜
ノ
天
文
ニ
日
月
氣
ヲ
須マ

チ

テ
行
ト
云
、是
ナ
リ
。

准
ス
ル
ニ
蓋
天
モ
亦
然
ナ
ル
ベ
シ
。『
周
髀
』
ニ
天
ニ
形
質
有
ト
謂
ザ

レ
バ
ナ
リ
。
又
渾
天
家
モ
天
ハ
唯
是
積
氣
ナ
リ
ト
云
ニ
従
ヘ
バ
、
是
亦

其
義
異
ナ
ル

無
ナ
リ
。
又
日
月
ノ
行
度
各
遅
疾
盈
縮
参
差
ト
斉
カ

ラ
ザ
ル
ヲ
以
見ミ
ル

寸と
き

ハ
、
其
乗ル 

所
ノ
大
氣
モ
亦
運
天
不
レ
同カ
ラ 

者
有

知

ベ
シ
。
故
ニ
天
眼
ノ
照
ス
所
、
之
ヲ
明
ニ
分
テ
五
風
ト
ス
。
深
ク
所ユ

エ以

ア
ル
哉カ

ナ

。
西
法
ニ
月
離
ノ
遅
疾
ヲ
歩
本
輪
・
均
輪
・
次
均
輪
及ビ 

末
均

等
ヲ
立
ル
コ
ト
其
従
テ
来ル 

所
ア
ル

見
ベ
シ
。
今
ハ
此
五
輪
ヲ
概
風

(17)

コ
ノ
四
輪
法
於
蜜
合
セ
サ
ル
ユ
ヘ
、
后
之
改
テ
楕
円
面
積



梅林　誠爾 ： 佐田介石 『闇中案』 巻之一 ・ 巻之二注釈 155

輪
ト
名ル 

ナ
リ
。」
円
通
は
、
仏
典
『
起
世
経
』
も
中
国
の
宣
夜
説
、
蓋

天
説
、渾
天
説
も
、さ
ら
に
西
説
も
、日
月
衆
星
が
「
氣
」
な
い
し
「
風

輪
」に「
乗
シ
テ
空
ヲ
行
ト
ス
ル
」点
で
同
じ
だ
と
し
て
い
る
。
介
石
は
、

そ
こ
に
、
①
仏
説
に
言
う
「
風
」
と
西
説
や
中
国
説
に
言
う
「
氣
」
と

の
混
同
、
②
③
仏
説
の
「
五
風
」
と
西
説
の
「
四
輪
」
と
の
混
同
が
あ

る
、
つ
ま
り
仏
説
と
西
説
と
の
混
同
が
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
介
石

は
、
③
の
混
同
に
つ
い
て
、
次
の
四
丁
表
に
か
け
て
西
洋
天
文
学
の
四

輪
法
（
テ
ィ
コ
・
ブ
ラ
ー
エ
の
均
輪
法
）
は
、
月
の
約
三
十
日
周
期
の

東
行
の
最
高
最
卑
（
遠
地
点
近
地
点
）
や
そ
の
遅
疾
、
さ
ら
に
は
太
陽

の
東
行
の
盈
縮
（
遅
疾
）
を
数
学
的
に
近
似
す
る
方
法
上
の
概
念
に
過

ぎ
ず
、
そ
れ
に
対
し
て
仏
説
の
「
風
輪
」
は
須
弥
界
の
存
在
に
関
す
る

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

【
四
丁
表
】　　
　

      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・
ノ
法
ト
ス
。
月
ト
ス
ッ
ホ
ン
ト
ハ
其
形

　
　

ナ
リ
ト
モ
似
タ
レ
ト
モ
、
四
輪
ト
五
風
ト
ハ

　
　

サ
ッ
ハ
リ
由
ノ
カ
ハ
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

　
　

而
シ
テ
混
シ
テ
一
ト
ス
ル
ハ
イ
カ
ナ
ル　

Ⅴ
・
杜
撰
ソ
ヤ
。
ト
モ
ニ
同
ク
「
輪
」
ト
云
字
ヲ
用
ヒ

　
　

タ
ル
故
同
シ
物
ト
セ
ハ
、
庄
屋
酒
屋
ト
亦
同
シ
モ
ノ
ト
ハ
イ
ハ
ス
ハ
ナ
ル
マ

ヒ
。
コ
ノ
四
輪
ノ
叓
ハ
太
陰
遅
疾　
西
行
毎
日
ノ
遅
疾
ノ

コ
ト
ニ
ハ
ア
ラ
ス　

ヲ
算
ス
ル
ノ　
　
　
　
　
　

日あ
か
しナ
リ
。
爾
ル
ニ
日
ノ
盈
縮
、
月
ノ
遅
疾
｛
ノ
｝
事
ハ
暦
家
ニ
ト
リ
テ　
　
　
　
　
　
　
　

概
念
で
あ
る
か
ら
、
四
輪
と
五
風
と
は
別
物
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
四

輪
法
は
、
後
に
ケ
プ
ラ
ー
の
「
楕
円
面
積
ノ
法
」
に
改
め
ら
れ
た
と
付

け
加
え
て
も
い
る
。

な
お
、
円
通
に
よ
っ
て
日
月
を
乗
せ
る
風
輪
と
同
物
と
み
な
さ
れ
て

い
る
「
大
氣
」
や
「
氣
」
が
、地
球
大
気
に
当
た
る
の
か
「
氣
海
」（
エ
ー

テ
ル
？
）
に
相
当
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
安
慧
は
、
円
通
『
須
彌
山

儀
銘
並
序
和
解
』
の
こ
う
し
た
主
張
に
依
り
つ
つ
も
、
日
月
衆
星
を
轉

持
す
る
「
氣
」
＝
「
惣
風
輪
」
と
大
地
を
覆
う
「
大
氣
」
＝
「
別
風
輪
」

と
を
区
別
す
る
。
こ
の
区
別
に
よ
っ
て
、
西
洋
の
地
球
大
気
論
の
利
用

が
比
較
的
容
易
に
な
る
。

十
行　
「
図
ノ
如
ク
」　

次
の
四
丁
表
の
図
。

(18)
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-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

【
四
丁
裏
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・
モ
凸
ク
端
卑
キ
ク
、
自
然
ト
円
ク
ナ
ク
ン
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル

理
ナ
リ
」
已
上
。

駁
シ
テ
曰
、
二
失
ア
リ
。
一
ニ
現
見
ニ
相
違
ス
ル
ノ
失
。
出
ル
日
入
ル
日
ハ

大
ニ
シ
テ
、
中
天
ノ
日
ハ
小
ナ
ル
モ
ノ
、
是
縁
端
ノ
處
ハ
氣
厚　
　
　
　
　

Ⅴ
・
フ
シ
テ
中
天
ノ
處
ロ
ハ
氣
薄
キ
カ
故
ナ
ラ
ス
ヤ
。
爾
ル
ニ
汝
カ

中
天
ノ
處
ヲ
氣
厚
ヒ
ト
シ
、
縁
端
ノ
地
ニ
近
キ
ホ
ト
氣

薄
ト
シ
テ
ハ
、
犬
打
ツ
童
マ
テ
カ
現
見
ス
ル
處
ロ
ニ
相
違

ス
ル
テ
ハ
ナ
イ
歟
。
二
ニ
ハ
自
語
ニ
相
違
ス
ル
ノ
失
。
『
新
論
』
中

《
解
説
》

十
行
「『
新
論
』
ノ
誤
ヲ
責
メ
バ
」　

以
下
五
丁
表
六
行
に
か
け
て
、

介
石
は
、
安
慧
の
「
圓
準
之
理
」、
即
ち
気
（
風
輪
）
に
よ
る
視
線
の

屈
折
が
平
地
・
平
天
を
地
球
・
天
球
の
姿
に
現
象
さ
せ
て
い
る
と
い
う

仮
説
の
批
判
を
試
み
る
。

十
行
〜
四
丁
裏
二
行　

こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
須
弥
ノ

一
世
界
ニ
充
満
セ
ル
太
氣
ナ
レ
ハ
、
世
界
ノ
中
心
ハ
氣
厚
ク
ナ
リ
テ
、

自
然
ト
凸
ク
、
其
縁
端
ニ
至
リ
テ
ハ
、
氣
自
然
ト
薄
ク
卑
キ
理
也
。　

…　

其
界
ニ
充
塞
セ
ル
太
氣
ナ
レ
ハ
、
其
氣
モ
凸
ク
、
端
卑
キ
ク
、
自

然
ト
圓
ク
ナ
ク
ン
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
理
ナ
リ
。」（『
護
法
新
論
』
巻
之

上
、
十
七
丁
表
）
の
傍
線
部
分
。
安
慧
は
、
風
輪
（
惣
風
輪
や
別
風
輪
）

す
な
わ
ち
気
の
形
や
性
状
を
説
明
し
て
い
る
。

(19)

コ
ノ
上
ナ
キ
的
委
ノ
事
ナ
ル
ヲ
、
此
サ
ヘ
知
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ヲ
何
ソ
天　
　
　
　
　
　

十
・
文
家
ト
イ
ハ
ン
ヤ
。 

○ 

次
ニ
コ
ノ
『
新
論
』
ノ
誤
ヲ
責
メ
ハ
、
『
新
論
』
ニ　

 

曰
ク
、
「
須
弥
一
世
界
ニ
充
満
セ
ル
大
氣
｛
…
｝
自
然
ト
薄
ク
卑　
　
　
　
　

キ
理
ナ
リ
」
云
々
。
「
其
界
ニ
充
塞
セ
ル
大
氣
ナ
レ
ハ
、
其
乞（

氣
）ノ　

　
　
　
　



梅林　誠爾 ： 佐田介石 『闇中案』 巻之一 ・ 巻之二注釈 153

《
字
句
注
》

四
行
以
下
「
縁
」
：
「
線
」
を
訂
正
。

《
解
説
》

三
行
〜
八
行　

介
石
は
、
気
（
風
輪
）
の
形
や
性
状
に
つ
い
て
の
安

慧
の
説
明
を
批
判
し
て
、ま
ず
「
世
界
ノ
中
心
ハ
氣
厚
ク
…
縁
端
…
ハ
、

氣
…
薄
」
と
い
う
説
明
は
、
日
出
日
没
に
日
が
大
き
く
見
え
、
中
天
の

日
が
小
さ
く
見
え
る
と
い
う
事
実
と
食
い
違
う
と
言
う
。
介
石
は
、
気

の
厚
薄
が
、
視
線
の
屈
折
の
大
小
を
決
め
、
見
え
る
像
の
大
小
を
生
む

と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
安
慧

は
『
護
法
新
論
』
巻
之
上
の
三
十
二
丁
、
三
十
三
丁
で
触
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
出
や
日
没
に
お
け
る
よ
う
に
「
陽
氣
ト
陰
氣
ト
並

フ
ト
キ
ハ
、
陽
氣
ノ
方
ニ
、
視
線
引
カ
レ
、
折
ル
ヽ
」
の
で
、
陽
気
だ

け
の
日
中
よ
り
も
、
日
は
大
き
く
見
え
る
と
、
安
慧
は
介
石
に
答
え
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。　
　
　
　
　

            

八
行
〜
五
丁
表
六
行　

介
石
は
、
第
二
に
、
気
（
風
輪
）
に
つ
い
て

の
『
護
法
新
論
』
の
二
箇
所
の
説
明
が
撞
着
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い

る
。
指
摘
さ
れ
た
二
箇
所
の
内
、
巻
之
上
、
十
七
丁
表
は
、
須
弥
界
の

中
心
部
で
気
は
厚
く
縁
端
部
で
薄
い
と
説
明
し
、
巻
之
中
十
丁
表
は
、

『
博
物
新
編
』『
六
合
叢
談
』『
氣
海
観
瀾
』
な
ど
を
引
い
て
、
地
球
大

気
の
表
層
部
は
薄
く
地
表
で
厚
い
と
説
明
し
て
い
る
。安
慧
の
説
明
が
、

仏
説
（
須
弥
界
説
）
と
西
説
（
地
球
説
）
と
を
安
易
に
並
べ
、
整
理
さ

れ
て
い
な
い
た
め
に
、
介
石
の
批
判
を
誘
発
し
て
い
る
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

【
五
丁
表
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・
處
ニ
ハ
之
ニ
反ソ

ム
イテ
、
地
ニ
近
ケ
レ
ハ
氣
薄
ヒ
ト
テ
、
地
遠
ク
ハ
ナ

(20)

巻
十
紙
ノ
右
ニ
『
六
合
叢
談
』
『
博
物
新
篇
』
『
氣
海
観

Ⅹ
・
瀾
』
ヲ
引
テ
云
、
「
以
上
ノ
文
ハ
｛
…
｝
其
氣
カ
地
ニ
近
キ
呈
厚
ク　
　
　
　
　
　

力
ラ
モ
強
シ
。
地
ヲ
離
レ
高
ク
ナ
ル
ホ
ト
漸
々
ニ
薄
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
ル
ト
ナ
リ
」
已
上
。
中
巻
ニ
ハ
始
此
地
ニ
近
ツ
ク
ホ
ト
氣
厚

ク
シ
、
地
ヲ
高
ク
離
ル
ヽ
ホ
ト
氣
薄
ク
シ
ト
云
テ
、
今
コ
ノ
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-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

【
五
丁
裏
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ
タ
ル
中
天
ニ
至
ル
ハ
氣
厚
ヒ
ト
ス
ル
ナ
リ
。
自
語
ニ
相
違

ス
。
イ
ハ
ユ
ル
一
人
両
舌
ヲ
ナ
ス
。
何
レ
ヲ
本
行
ト
セ
ン
。
中
巻
ヲ
本

行
ト
セ
ハ
、
今
コ
ヽ
ニ
汝
カ
發
明
シ
タ
ル
円
準
ノ
理
ハ
、
立
處
ニ

Ⅴ
・
ツ
フ
レ
ナ
ン
。
サ
ス
レ
ハ
他
人
コ
レ
ヲ
倒
ス
ニ
ア
ラ
ス
、
我
レ
ト
我
手
ニ

倒
ル
ヽ
ニ
非
ス
ヤ
。

　
　

眼
目
視
線
圖
解

駁
シ
テ
曰
、
世
号
品
目
ハ
語
ハ
少
ク
シ
テ
道
明
カ
ナ
ル
ヲ
貴
フ
。
由
テ
、

「
視
」
ト
イ
ヘ
ハ
「
眼
」
ト
云
ニ
及
ハ
ス
。
「
眼
」
ト
云
ヘ
ハ
「
目
」
ト
云
ニ
及
ハ
ス
。
又
コ
ヽ
一

Ⅹ
・
章
廣
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
視
実
二
象
ヲ
出
テ
ス
。
由
テ
タ
ヽ
メ
ハ

視
実
ノ
二
ツ
ニ
収
マ
ル
。
而
ル
ニ
タ
ヽ
「
視
」
ト
ノ
ミ
云
テ
ハ
、
ソ
ノ
標
目 

ヲ
ツ
ク
サ
ス
。　
十
九
丁
右　

「
凡
ソ
天
象
ハ
凡
慮
ノ
容
易
ニ
測
リ　
　
　

知
ル
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
」
ト
云
ヨ
リ
上
巻
ノ
終
ニ
至
ル
。　
　

      

《
解
説
》

七
行
「
眼
目
視
線
圖
解
」　
『
護
法
新
論
』
巻
之
上
の
後
半
は
、「
眼

目
視
線
圖
解
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
安
慧
は
、「
圓
準
之
理
」
の
実
質
、

即
ち
気
に
よ
る
視
線
の
屈
折
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
、
屈
折
光
学
で
な

じ
み
の
レ
ン
ズ
や
水
面
、
大
気
に
よ
る
光
線
の
屈
折
の
図
を
出
し
て
、

「
視
線
曲
折
ノ
理
」
を
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、「
視
線
曲
折
ノ
理
ヲ
了

達
セ
サ
レ
ハ
、
天
文
地
理
ヲ
談
ス
ル
モ
、
竟
ニ
空
論
ニ
オ
チ
ヰ
リ
テ
、

實
理
ニ
ハ
カ
ナ
ヒ
難
シ
。」（
三
十
三
丁
表
）
と
結
論
し
て
い
る
。

九
行
〜
十
二
行　

安
慧
は
長
々
と
「
眼
目
視
線
圖
解
」
を
論
じ
て
い

る
が
、
そ
こ
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
介
石
の
「
視
實
両
象
ノ
理
」

に
帰
着
す
る
と
、
介
石
は
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。

十
二
行
・
十
三
行　
『
護
法
新
論
』
巻
之
上
十
九
丁
表
〜
三
十
三
丁

表
ま
で
。
巻
之
上
後
半
の
「
眼
目
視
線
圖
解
」
論
の
範
囲
に
当
た
る
。

(21)
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Ⅰ
・
駁
シ
テ
曰
、
此
ノ
中
二
十
八
箇
ノ
図
ヲ
出
テ
高
々
ト
誇
張
ス
レ
ト　
　
　

 

モ
、
ミ
ナ
世
人
ノ
﹇
リ（
既
カ
）

+

包
﹈
ニ
ヨ
ク
云
ト
コ
ロ
、
就つ
い
てモ
聊わ
ず
かツ
ヽ
ノ
増
減
出
設
（
没
カ
） 

ナ
キ
ニ
ハ
ア
ラ
サ
レ
ト
モ
、
何
ソ
発
明
ナ
ト
ヽ
誇
ル
ニ
足
ラ
ン
。
何
レ
モ　
　
　

古
人
ノ
考
フ
ル
處
ノ
図
ニ
シ
テ
、
依
テ
図
ヲ
設
テ
説
ヲ
記
シ
タ
ル

Ⅴ
・
ノ
ミ
。
是
レ
式
ノ
コ
ト
ハ
究
理
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
誰
カ
考
ヘ
サ
ラ
ン
ヤ
。

八
・
九
ノ
図
ハ
測
量
ノ
傳
書
ニ
出
ツ
。
十
・
十
一
・
十
六
・
十
七
ノ
図
ハ

『
氣
海
観
瀾
』
第
九
図
ノ
意
ニ
ヨ
レ
リ
。
十
二
図
ハ
『
博
物
新

篇
』
等
ニ
ヨ
ル
。　
コ
レ
ハ
古
来
ヨ
リ

人
ノ
シ
ル
ト
コ
ロ　

十
四
・
十
五
ハ
鯨
晴
ノ
金
魚
瓶
ニ

ヨ
レ
リ
。
文
ヲ
以
テ
何
ソ
コ
ト
コ
ト
シ
ク
廣
大
誇
レ
ル
ヤ
。　
　
　
　

[

巻
之
一
終]

《
字
句
注
》

八
行
「
鯨
晴
ノ
金
魚
瓶
」
：
「
鯨
晴
」
は
、
ブ
ラ
ン
ド
名
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、『
護
法
新
論
』
巻
之
上
二
十
八
丁
の
第
十
四
、十
五
図

に
は
、
普
通
の
球
形
の
ガ
ラ
ス
製
金
魚
鉢
が
「
玻
璃
瓶
」
と
し
て
描
か

屈
折
論
に
読
み
替
え
る
安
慧
の
「
眼
目
視
線
圖
解
」
に
、
介
石
は
特

に
反
対
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

れ
て
い
る
。
金
魚
が
視
線
の
屈
折
の
た
め
に
「
鯨
」
の
よ
う
に
大
く
見

え
る
「
晴
」
＝
「
玻は

り璃
」（
ガ
ラ
ス
）
の
金
魚
瓶
と
い
う
こ
と
か
も
し

れ
な
い
。

《
解
説
》

一
行
〜
九
行　

安
慧
の
「
眼
目
視
線
圖
解
」
は
、「
ミ
ナ
世
人
ノ
既

ニ
ヨ
ク
云
ト
コ
ロ
」
で
あ
っ
て
、
何
ら
安
慧
の
独
創
で
は
な
い
と
、
介

石
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
評
価
か
ら
す
れ
ば
、
西
洋
屈
折
光
学
を
視
線

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

【
六
丁
表
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・ 

客
窓
漫
駁
巻
之
二　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
村
七
五
三
八
撰　
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《
解
説
》

一
行
・
二
行　
「
客
窓
漫
駁
巻
之
二
」
は
、『
護
法
新
論
』
巻
之
中
「
平

邪
篇
」（
西
説
批
判
）
の
批
判
で
あ
る
。「
客
窓
漫
駁
巻
之
一
」
は
『
護

法
新
論
』巻
之
上「
無
隠
篇
」の
批
判
で
あ
っ
た
。「
客
窓
漫
駁
巻
之
下
」

と
題
さ
れ
て
い
る
三
巻
目
は
、『
護
法
新
論
』
巻
之
下
「
護
城
篇
」
の

批
判
で
あ
る
。
な
お
、こ
こ
で
は
、筆
者
名
が
「
嶋
村
」
と
な
っ
て
い
る
。

三
行
・
四
行　
『
護
法
新
論
』
巻
之
中
二
丁
裏
四
行
目
〜
九
行
目
を

指
す
。
こ
こ
で
安
慧
は
、
西
説
啓
蒙
書
『
地
球
説
略
』「
地
球
圓
体
説
」

の
書
き
出
し
の
文
「
上
古
之
人ハ 

多
謂
オ
モ
ヘ
リ

下
地ハ 

是レ 

平
坦ニ
シ
テ

  

不
レ
行
メ
ク
ラ
不
レ

動カ
、
只
見ノ
ミ
ト

  

中
日
従
二
東
方
一
出
至
レ
晩
而
落イ
リ

、
月
従
二
東
方
一
出
至
レ
暁

而
落ヲ 

上
特ニ 

未ル
ナ
リ

  

レ
思
」
を
取
り
上
げ
て
、「
此
ハ
支
那
ノ
蓋
天
、
印
度

ノ
須
弥
説
ヲ
誚
ル
語
也
」、「
誣
言
ナ
リ
」
と
批
判
し
て
い
る
。

五
行
〜
七
行
　
安
慧
が
「
印
度
ノ
須
弥
説
ヲ
誚
ル
語
也
」
と
言
っ
て

い
る
こ
と
を
、「
印
度
ヲ
加
ヘ
テ
新
タ
ニ
敵
ヲ
招
キ
」、
佛
教
の
害
を
招

く
も
の
だ
と
、
介
石
は
難
じ
て
い
る
。
介
石
は
既
に
『
鎚
地
球
説
略
』

の
中
で
、『
地
球
説
略
』
の
問
題
の
文
を
批
判
し
て
「
此
ハ
中
國
ノ
聖

人
ヲ
誚
テ
愚
暗
ニ
ス
ル
ノ
語
ナ
リ
」（
一
丁
裏
）
と
述
べ
、「
印
度
ノ
須

弥
説
」
に
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
介
石
は
、
仏
説
の
須
弥
説
を
、
論

争
の
渦
の
中
に
導
き
入
れ
、
西
説
か
ら
の
批
判
に
直
接
晒
す
こ
と
を
、

　
　

『
新
論
』
中
巻　
二
帋
左　

「
『
地
球
説
畧
』
」
ト
云
ヨ
リ
「
是
其
誣

　
　

言
ナ
リ
」
ト
云
ニ
至
ル
。

Ⅴ
・
駁
シ
テ
曰
、
コ
ノ
中
印
度
ヲ
加
ヘ
テ
新
タ
ニ
敵
ヲ
招
キ
増
ス
。
所　
　
　
　
　
　
　

謂
ル
風
ナ
キ
ニ
波
ヲ
起
ス
。
是
自
ラ
我
法
ヲ
毀
ツ
。
豈
ニ　
　
　
　

  　
　
　
　

此
論
護
法
ナ
ラ
ン
ヤ
。

　
　

二
帋
左　

「
『
説
畧
』
ニ
曰
ク
」
ト
云
ヨ
リ
五
帋
左
初
行
ニ
至
ル
。

駁
シ
テ
曰
、

Ⅹ
・　
　

五
帋
左　

「
『
説
畧
』
ニ
曰
ク
」
ト
云
ヨ
リ
八
帋
右
二
行
ニ
至
ル
。

駁
シ
テ
曰
、
コ
ノ
弁
『
日
本
鎚
』
ニ
ツ
ク
セ
リ
。
何
ソ
更
ニ
コ
ト
コ
ト
シ
ク

弁
ヲ
責
ス
事
ヲ
用
ユ
。

　
　

八
帋
右　

「
『
説
畧
』
ニ
曰
」
ト
云
ヨ
リ
十
四
帋
ノ
右
四
行
ニ
至
ル
。
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-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

【
六
丁
裏
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・
駁
シ
テ
曰
、
コ
ノ
中
有
二
五
失
一
。
一
ハ
写

 

レ
図ヲ  

乖も
と
る 

レ
前
ノ
失
、
二
ニ
談上
巻

レ 

氣十
七
丁　

違
レ
前
ノ
失
、
三
ニ
ハ
舟
形
（
隠
カ
）

无な
し

レ
異
ノ
失
、
四
ニ
ハ
朗
氣
隠（
露
カ
）レ
舟
ノ　

失
、
五
ニ
ハ
愈
々
遠
ケ
レ
ハ
愈
露
ル
ノ
失
。
先
初
ニ
写
レ
図
乖
レ
前　
　
　
　
　

 

ノ
失
ト
ハ
、
六
帋
ノ
左
ニ
ハ
甲
図
ノ
如
ク
遠
近
ノ
別
ニ
ヨ
リ
テ
等
形

Ⅴ
・
ノ
人
屋
ヲ
モ
高
卑
ヒ
ト
シ
カ
ラ
ス
、
遠
ク
ナ
ル
ホ
ト
卑
小
ニ　
　
　
　
　
　

「
護
法
」
の
た
め
に
避
け
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

八
行
　
『
護
法
新
論
』
巻
之
中
二
丁
裏
十
行
〜
五
丁
裏
一
行
に
お

い
て
、
安
慧
は
、『
地
球
説
略
』
か
ら
、「
今
天
文
士
、
察
二
其
實
理
一
、

…
謂ク 
地ハ 

非
二
平
坦
一
、是
団
圓ニ
シ
テ

  

如
二
一ノ 

毬ノ 

形
一
」を
引
き
、さ
ら
に『
博

物
新
編
』『
六
合
叢
談
』も
参
照
し
て
、東
洋（
中
国
）へ
の
西
洋
天
文
学
、

地
球
説
と
地
動
説
の
伝
来
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
介
石
は

「
駁
シ
テ
曰
ク
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
続
く
文
が
欠
け
て
い
る
。

十
行
　
『
護
法
新
論
』
巻
之
中
五
丁
裏
二
行
〜
八
丁
表
二
行
を
指
す
。

『
地
球
説
略
』
一
丁
表
は
、
頭
を
低
く
し
て
大
河
の
対
岸
を
望
む
と
小

屋
や
小
艇
が
見
え
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
「
因
三
水
面
微
高
、
畧
成
二

圓
形
一
」
と
述
べ
、地
球
説
の
「
第
一
憑
拠
」
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

安
慧
は
、
燈
火
に
照
ら
さ
れ
た
人
の
影
が
遠
く
離
れ
る
ほ
ど
大
き
く
な

る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
視
線
も
近
く
で
は
狭
く
遠
く
に
進
む
ほ
ど
広

が
る
か
ら
、
川
面
の
波
が
近
く
で
視
線
を
遮
る
な
ら
ば
、
遠
く
に
あ
る

大
き
な
も
の
を
見
え
な
く
す
る
、
だ
か
ら
地
球
説
の
憑
拠
た
り
得
な
い

と
、
視
線
論
に
よ
っ
て
反
論
し
て
い
る
。

十
一
行
・
十
二
行
　
介
石
は
、安
慧
に
対
し
て
、『
地
球
説
略
』
の
「
第

一
憑
拠
」
に
つ
い
て
は
、既
に
『
日
本
鎚
』（『
鎚
地
球
説
略
』
巻
之
三
、

四
十
五
丁
表
裏
）
で
十
分
反
論
し
て
い
る
と
、
応
え
て
い
る
。

十
三
行
　
『
護
法
新
論
』
巻
之
中
八
丁
表
〜
十
四
丁
表
四
行
に
お
い

て
、
安
慧
は
、『
地
球
説
略
』
の
地
球
説
の
「
第
二
憑
拠
」（
大
洋
へ
出

航
す
る
船
が
、
舩
体
・
桅
・
旗
の
順
に
見
え
な
く
な
る
の
は
、
海
が
球

面
を
な
し
て
い
る
た
め
だ
と
い
う
こ
と
）
に
対
し
て
、「
舩
桅
旗
ノ
漸

次
ニ
没
ス
ル
ハ
」、「
水
面
圓
凸
ノ
弧
背
」
に
よ
る
の
で
は
な
く
、「
全

ク
氣
カ
水
面
ヲ
離
ル
ヽ
ノ
高
下
ニ
ヨ
リ
テ
、
濃
淡
ヲ
ナ
ス
ト
、
舩
去
ル

コ
ト
ノ
遠
近
ニ
テ
、氣
モ
厚
薄
ヲ
ナ
ス
ト
ノ
所
由
ア
ル
ニ
由
ル
コ
ト
也
」

﹇
十
二
丁
表
﹈
と
、
視
線
へ
の
海
上
の
氣
の
影
響
に
依
る
と
反
論
し
て
い

る
。
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《
字
句
注
》

二
行
「
舟
形
（
隠
カ
）

无な
し

レ
異
ノ
失
」
：
七
丁
裏
三
行
に
「
三
ニ
ハ
舟
隠
ル

事
无
レ
異
ノ
失
」
と
あ
る
。　
　

二
行
「
朗
氣
隠（
露
カ
）レ
舟
ノ
失
」
：
八
丁

表
六
行
に
「
四
ハ
朗
氣
露
レ
舟
｛
ノ
｝
失
」
と
あ
る
。　
　

六
行
「
天

日
」
：
太
陽
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

視
ナ
ス
ト
云
ヒ
乍
ラ
、
今
コ
ヽ
ニ
ハ
天
日
面
ま
の
あ
た
りノ
如
ク
四
艘
ノ
舟
ヲ       

画
テ
、
｛
人
屋
ハ
｝
遠
近
ノ
續
ク
ト
モ
一
二
里
ノ
間
ニ
ス
キ
ス
、
今
コ
ヽ
ニ
ア
グ
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　

處
ノ
舟
ハ
、
其
前
後
相
離
ル
ヽ
間
タ
ハ
千
里
鏡
ヲ
以
テ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
ル
處
ト
ア
レ
ハ
、
何
ホ
ト
近
ク
ト
モ
百
里
カ
二
百
里
歟
ノ
遠　
　
　
　
　
　

Ⅹ
・
方
ナ
ル
ベ
シ
。
而
シ
テ
其
僅
カ
一
二
里
位
ノ
人
家
ニ
ハ
遠
近
ノ

別
ニ
ヨ
リ
テ
大
小
高
卑
ノ
視
ナ
シ
ア
リ
ト
致
シ
乍
ラ
、

百
里
モ
二
百
里
モ
先
ニ
ミ
ヘ
ル
舟
ニ
ハ
大
小　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
卑
ノ
視
ナ
シ
無
ト
ス
ル
ハ
、
イ
カ
ナ
ル
前
後
揃
ハ
サ
ル
コ
ト
。　
　
　
　
　

 　
　

《
解
説
》

一
行
・
二
行
　
介
石
は
、
地
球
説
の
「
第
二
憑
拠
」
に
対
す
る
安
慧

の
批
判
に
は
、
五
つ
の
失
（
誤
り
）
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
以
下

九
丁
表
ま
で
の
介
石
に
よ
る
説
明
を
参
照
す
る
と
、
①
図
を
写
し
て
前

に
乖も
と

る
の
失
、
②
氣
を
談
じ
て
前
（
上
巻
十
七
丁
）
に
違
う
の
失
、
③

舟
隠
る
こ
と
異
无な

し
の
失
、
④
朗
氣
舟
を
露
す
の
失
、
⑤
愈
々
遠
け
れ

ば
愈
露
わ
る
の
失
の
五
つ
で
あ
る
。
ど
れ
も
、
海
上
の
氣
と
そ
の
視
線

へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
安
慧
の
理
解
に
つ
い
て
の
批
判
で
あ
る
が
、
よ

り
一
般
的
に
は
安
慧
の
天
文
地
理
説
の
視
線
論
、氣
論
の
批
判
で
あ
る
。

三
行
〜
十
三
行
　
介
石
は
、①
図
を
写
し
て
前
に
乖も
と

る
の
失
（
誤
り
）

を
指
摘
す
る
。
安
慧
は
、『
護
法
新
論
』
巻
之
中
六
丁
裏
に
、
手
前
か

ら
奥
へ
と
一
列
に
並
ん
だ
十
数
軒
の
家
を
、
視
線
の
遠
近
法
に
従
っ
て

手
前
を
大
き
く
奥
を
小
さ
く
描
い
た
図
（
次
の
七
丁
裏
に
「
甲
図
」
と

し
て
転
載
）
を
載
せ
て
い
る
。
し
か
し
、「
今
コ
ヽ
」（
巻
之
中
十
丁
裏
）

に
は
、
遠
近
法
に
依
ら
ず
、
四
艘
ノ
舟
を
同
じ
大
き
さ
に
描
い
て
い
る

（
次
の
七
丁
裏
に
「
乙
図
」
と
し
て
転
載
）。
視
線
に
つ
い
て
の
安
慧
の

説
明
が
一
貫
し
て
い
な
い
と
、
介
石
は
批
判
し
て
い
る
。

(25)
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《
解
説
》

一
行
〜
次
の
七
丁
裏
二
行　

こ
こ
『
護
法
新
論
』
巻
之
中
十
丁
表
に

お
け
る
気
の
厚
薄
に
つ
い
て
の
説
明
が
、
巻
之
上
、
十
七
丁
表
に
お
け

る
説
明
と
齟
齬
し
て
い
る
と
、介
石
は
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
批
判
は
、

既
に
四
丁
裏
八
行
〜
五
丁
表
六
行
で
述
べ
た
こ
と
の
繰
り
返
し
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
箇
所
の
《
解
説
》
を
参
照
。

四
行
・
五
行
「
卑
キ
心
ナ
リ
」　

こ
の
一
句
の
意
味
を
解
読
で
き
な

か
っ
た
。「
中
心
と
言
え
ば
、
地
か
ら
高
く
離
れ
た
縁
端
部
が
あ
り
、

そ
れ
に
対
し
て
中
心
は
低
い
位
置
に
あ
る
こ
と
に
な
る
」と
い
う
こ
と
か
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

【
七
丁
裏
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
七
丁
表
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・
〇 

二
ニ
ハ
談
レ
氣
違
レ
前
失
ト
ハ
、
上
巻
十
七
丁

ノ
右
ニ
ハ
「
世
界
ノ
中
心
ハ
、

氣
ノ
ア
ツ
ク
、
自
然
ト
凸
ク
、
其
縁
端
ニ
至
テ
ハ
、
氣
自
然
ト　
　
　
　
　
　

 

薄
」
ヒ
ト
イ
ヘ
リ
。
コ
ノ
語
中
ニ
ハ
高
卑
ト
イ
ヘ
ル
語
ハ
ミ
ヘ

サ
レ
ト
モ
、
「
中
心
」
ト
云い

は
ばヽ

地
ヲ
ハ
ナ
ル
ヽ
叓
高
キ
處
ア
リ
、
卑
キ
心 

Ⅴ
・
ナ
リ
。
サ
ス
レ
ハ
、
コ
ノ
上
巻
十
七
帋
ノ
語
ハ
高
ニ
ヨ
リ
テ
氣

厚
ヒ
、
卑
キ
ヽ
ニ
ヨ
リ
テ
氣
薄
ヒ
ト
云
意
ロ
ナ
リ
。
爾
ル
處
、

今
此
處
ニ
ハ
『
六
合
叢
談
』
『
博
物
新
篇
』
『
氣
海
観
瀾
』

ノ
三
書
ヲ
引
テ
、
地
ニ
近
キ
ホ
ト
氣
厚
ク
、
地
ヲ
ハ
ナ

ル
ヽ
叓
高
キ
ホ
ト
氣
薄
ク
ナ
ル
ト
ス
。
サ
ス
レ
ハ
己
カ

Ⅹ
・
説
ヲ
押
シ
立
ル
便
利
ニ
ヨ
リ
テ
、
僅
カ
三
巻
ホ
ト
ノ
一
部
ノ

書
ニ
於
テ
、
或
ル
處
ニ
ハ
地
ニ
近
キ
處
ヲ
氣
薄
シ
ト
云
ヒ
地
ヲ

離
ル
ヽ
叓
高
キ
處
ノ
氣
厚
シ
ト
云
、
或
處
ロ
ハ
地
ヲ

離
ル
ヽ
コ
ト
卑
キ
ヽ
處
ヲ
氣
厚
シ
ト
云
ヒ
高
キ
處
ヲ

(26)
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Ⅰ
・
氣
薄
シ
ト
云
ヒ
、
ソ
レ
テ
ハ
人
手
ニ
テ
氣
ノ
厚
薄
ヲ
自

由
勝
手
ニ
手
造
ニ
致
ス
ト
申
ス
モ
ノ
テ
ハ
コ
サ
ラ
ヌ
カ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
ニ
ハ
舟
隠
ル
事
无

　
　

甲
圖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乙
圖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
異
ノ
失
ト
ハ
、
圖
ノ
如
ク

　
　

コ
レ
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
レ
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅴ
・
氣
ノ
厚
薄
ヲ
三

　
　

遠
近
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
キ
遠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

段
ニ
分
テ
、
其
下
段
ノ

　
　

ヨ
リ
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
ノ
別　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

處
ノ
ミ
濃
氣
ト
シ
テ
ハ
、

　
　

ノ
人
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
リ
ナ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
初
ノ
舟
カ
其
濃

　
　

ヲ
高
下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ガ
ラ
前　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氣
ニ
隠
サ
ル
ヽ
モ
、
其

　
　

大
小
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
遠
近　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅹ
・
前
后
ノ
舟
ノ
濃
氣

　
　

ミ
ナ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船
大
小　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
隠
サ
ル
ヽ
モ
、
聊
其
異

　
　

圖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
ク
ミ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
ナ
カ
ル
ヘ
シ
。
百
里
先
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ル
圖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
ク
去
ル
ト
モ
二
百
里

《
解
説
》

甲
圖
、
乙
圖　

そ
れ
ぞ
れ
『
護
法
新
論
』
巻
之
中
六
丁
裏
、
お
よ
び

十
丁
裏
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
図
が
、
手
書
き
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
注

釈
」
で
は
、『
護
法
新
論
』
か
ら
の
コ
ピ
ー
を
載
せ
た
。

三
行
〜
次
の
八
丁
表
五
行　

③
舟
隠
る
こ
と
異
无
し
の
失
と
は
、
乙
図

の
よ
う
に
海
上
の
氣
が一様
な
三
層
か
ら
成
る
と
す
れ
ば
、
近
く
の
船
は
全

体
が
見
え
る
が
遠
く
の
船
の
桅
や
船
体
は
氣
に
隠
れ
て
見
え
な
く
な
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
近
く
の
船
も
遠
く
を
行
く
船
も
同
じ
よ
う
に

見
え
隠
れ
す
る
は
ず
だ
、
し
か
し
実
際
は
そ
う
で
な
い
か
ら
、
海
上
の
氣
の

性
状
（
厚
薄
）
に
つい
て
の
安
慧
の
把
握
も
不
正
確
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
安
慧
は
、
氣
層
の
「
濃
淡
」
と
、「
舩
去
ル
コ
ト
ノ
遠
近
ニ
テ
、
氣
モ

厚
薄
ヲ
ナ
ス
」
と
の
二
つ
の
根
拠
を
挙
げ
て
い
た
。
介
石
は
、
後
者
に

触
れ
て
い
な
い
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

(27)
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【
八
丁
表
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・ 

先
ニ
遠
ク
去
ル
ト
モ
、
其
氣
ヨ
ク
上
ニ
露
ハ
レ
タ
ル
舟
身
ヤ

旗
ヤ
桅
隠
レ
ス
、
何
處
マ
テ
モ
見
ヘ
ス
ハ
ナ
ル
マ
ヒ
。
由
テ
汝
カ

説
ノ
如
ク
ナ
ラ
ハ
、
予
カ
改
圖
ノ
如
ク
ス
ヘ
シ
。
其
レ
ハ
濃
氣
ノ

　
　
　

原
圖[

略]　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
ニ
漸
ニ
カ
ク
ル

　
　
　

改
圖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅴ
・
姿
ミ
ユ
ル
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
ハ
朗
氣
露
レ
舟
｛
ノ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

失
ト
ハ
、
氣
ハ
其
カ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
清
朗
透
徹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
テ
物
形
ヲ
カ
ク
ス
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅹ
・
能
ハ
ス
。
故
ニ
『
氣
海     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

観
瀾
』
ニ
「
氣
者
｛
…
｝
皛
き
ょ
う  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

々
ト
シ
テ
不
レ
可
レ
視
、
能 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
二
光
線
一
、
朗
徹　
　
　

《
字
句
注
》

十
・
十
一
行
「
皛
々
」: 

明
ら
か
な
さ
ま
。

《
解
説
》

原
図　

七
丁
裏
乙
図
に
同
じ
。
よ
っ
て
省
略
。

改
図　

介
石
は
、
遠
く
に
な
る
ほ
ど
濃
氣
の
層
の
幅
を
大
き
く
し
て

い
る
。
氣
の
厚
薄
に
よ
っ
て
説
明
す
る
の
で
あ
れ
ば
安
慧
は
こ
の
改
図

を
採
用
す
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
が
、
介
石
が
、
こ
の
改
図
を
積
極
的

に
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

六
行
〜
次
の
八
丁
裏
九
行　
『
氣
海
観
瀾
』「
氣
性
」
の
節
や
『
六
合

叢
談
』、さ
ら
に
は
『
護
法
新
論
』
自
体
（
巻
之
中
十
丁
表
裏
）
も
、「
氣

ハ
明
朗
清
徹
ナ
ル
モ
ノ
」
と
言
う
の
だ
か
ら
、
氣
は
船
を
隠
す
ど
こ
ろ

(28)
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【
八
丁
裏
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・
如
二
玻は

り瓈
一
、
不
レ
見
二
自
己
極
微
之
影
一
」
ト
云
ヒ
、
『
六
合
叢
談
』　
　

  　

ニ
モ
氣
ハ
「
空
澄
」
ト
云
、
今
此
『
新
論
』
十
帋
ノ
左
ニ
モ
「
此
氣

ト
云
モ
ノ
ハ
、
虚
空
ニ
充
満
ス
レ
ト
モ
清
徹
ニ
シ
テ
ヨ
ク
透
見　
　
　
　
　

  

ス
」
ト
イ
ヘ
リ
。
汝
カ
清
徹
透
見
ト
云
ハ
、
斜
テ
サ
ス
ホ
ド
ノ

Ⅴ
・
曇
リ
モ
影
モ
ナ
ク
、
糯ヒ

イ
ト
ロ
ゴ
シ

珠
越
ニ
物
ヲ
見
ル
ヤ
フ
ニ
透
リ
テ
ミ     

ユ
ル
ト
云
コ
ト
テ
ハ
ナ
イ
歟
。
サ
ス
レ
ハ
氣
ハ
表
裏
ニ
見
透
ス
モ
ノ　

 　
　

 

ナ
レ
ハ
、
其
氣
カ
舟
ヲ
カ
ク
シ
テ
見
ヘ
ヌ
ヨ
フ
ニ
成
ヘ
キ
道

理
ナ
ヒ
。
氣
ハ
明
朗
清
徹
ナ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
却
テ
舟
身
ヲ　
　
　
　
　

露
ハ
ス
モ
ノ
ナ
ラ
ム
。
○ 

五
ニ
ハ
愈
遠
愈
々
露
ル
ノ
失
ト
ハ
、
『
新　
　
　

 

Ⅹ
・
論
』
下
六
帋
ヨ
リ
十
二
帋
迄
ノ
間
タ
ニ
、
碗
底
ノ
銭
、
水
中
ノ　
　
　

魚
ノ
水
、
氣
ニ
ヨ
リ
テ
遠
ヲ
シ
テ
近
カ
ラ
シ
メ
、
卑
キ
ヲ
シ
テ              　
　

 

高
カ
ラ
令
ル
カ
如
ヲ（
ク
カ
）、
満
天
下
ニ
ミ
チ
ミ
チ
タ
ル
空
気　
　
　
　
　
　
　
　

カ
遠
キ
日
体
ヲ
シ
テ
近
カ
ラ
令
ル
ト
申
ス
叓
ヲ
論
シ
タ
リ
。

《
解
説
》

九
行
「
五
ニハ
」
〜
十
三
行　

こ
こ
で
介
石
は
、「
愈
遠
愈
々
露
ル
ノ
失
」

を
、
地
球
説
の
「
第
二
憑
拠
」
に
対
す
る
安
慧
の
批
判
に
含
ま
れ
る
五
番

目
の
誤
り
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
、
介
石
は
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
安
慧
『
護
法
新
論
』
全
体
の
核
心
的
仮
説
、
す
な
わ
ち
「
圓

(29)

か
む
し
ろ
露
わ
す
は
ず
だ
と
、
介
石
は
言
う
。
も
し
氣
が
、「
明
朗
清

徹
」
と
い
う
性
状
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
氣
を
根
拠
に
し
て

地
球
説
に
反
論
す
る
安
慧
の
戦
略
は
有
効
で
な
い
と
、
介
石
は
言
い
た

い
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
十
行
以
下
の
引
用
文
は
、『
氣
海
観
瀾
』
七

丁
裏-

八
丁
表
に
あ
る
。
ま
た
、次
の
八
丁
裏
二
行
目
「
空
澄
」
は
、『
六

合
叢
談
』
一
巻
二
号
三
丁
表
に
あ
る
。



梅林　誠爾 ： 佐田介石 『闇中案』 巻之一 ・ 巻之二注釈 143

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

【
九
丁
表
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・
コ
ノ
論
ニ
ヨ
レ
ハ
、
空
氣
ハ
物
形
ヲ
写
シ
テ
遠
キ
ヲ
シ
テ
近
カ
ラ
乄し

め

、

小
ナ
ル
物
ヲ
シ
テ
大
ナ
ラ
令
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
サ
ス
レ
ハ
十
里
先
ノ
舟
ハ

一
、
二
町
カ
三
町
位
ニ
近
ク
ミ
ヘ
、
百
里
先
ノ

舟
ハ
十
町
カ
十
二
、
三
町
位
ニ
近
ク
ミ
ヘ
子ね

ハ　
　
　

Ⅴ
・
ナ
ラ
ヌ
。
何
故
ナ
レ
ハ
『
新
論
』
下
十
二
帋
中
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

圖
ノ
如
ク
、
空
氣
ニ
ハ
六
万
余
由
旬
先
ノ　
　
　

遠
方
ニ
ア
ル
眞
ノ
日
体
ヲ
見
テ
、
六
万　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

準
之
理
」
の
氣
に
よ
る
視
線
の
屈
折
の
理
論
に
、
批
判
の
矛
先
を
向
け
て

い
る
。
九・十
行
に
「『
新
論
』
下
六
帋
ヨ
リ
十
二
丁
迄
ノ
間
タ
」
と
言
わ

れ
て
い
る
箇
所
は
、
安
慧
が
「
圓
準
之
理
」
を
改
め
て
解
説
し
て
い
る
重

要
な
所
で
あ
る
。
安
慧
は
、水
面
に
お
け
る
光
線（
安
慧
に
と
って
は
視
線
）

の
屈
折
の
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
「
碗
底
ノ
銭
」
や
「
水
中
ノ
魚
」
の
真

の
姿
を
見
て
い
る
の
で
は
な
く
、
真
の
位
置
よ
り
も
幾
ら
か
浮
き
上
が
っ
た

像
を
見
て
い
る
の
だ
と
言
う
。
ま
た
、
地
球
大
気
に
よ
る
日
光
の
屈
折
の

た
め
に
、
日
出
や
日
没
の
日
が
真
の
位
置
よ
り
も
浮
き
上
が
って
見
え
る
こ

と
を
描
い
た
『
博
物
新
編
』
二
集
や
『
氣
海
観
瀾
』
の
図
を
転
載
し
（『
護

法
新
論
』
巻
之
下
八
丁
表
、
下
図
参
照
）、
わ
れ
わ
れ
が
見
て
い
る
の
は
、

真
の
日
で
は
な
く
像
の
日
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
次
に
、
安
慧
は
、
水

や
大
気
に
よ
る
光
線
（
視
線
）
の
屈
折
を
、
須
弥
界
の
風
輪
に
よ
る
視
線

の
屈
折
に
応
用
す
る
。「
サ
テ
其
惣
風
輪
ニ
乗
シ
テ
旋
ル
所
ノ
日
体
ヲ
、
別

風
輪
ノ
中
ニ
在
ル
地
上
ヨ
リ
之
ヲ
見
レ
ハ
、日
体
ノ
所
在
恰
モ
『
博
物
新
篇
』

ニ
出
セ
ル
図
ト
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
ク
、
見
ル
所
ノ
日
体
ハ
即
チ
像
ノ
ミ
、
其
眞
位

ニハ
非
サ
ル
ナ
リ
」﹇
九
丁
裏
﹈。
日
体
は
真
位
に
お
い
て
は
遠
大
な
須
弥
界

を
廻
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
別
風
輪
の

中
の
南
洲
の
地
上
か
ら
見
れ
ば
、
視

線
が
別
風
輪
に
屈
折
さ
せ
ら
れ
る
た

め
に
、
近
く
南
洲
の
空
を
廻
る
日
体

像
を
わ
れ
わ
れ
は
見
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
介
石
は
、
こ
の
氣
に
よ
る
視
線

の
屈
折
効
果
を
問
題
に
す
る
。

(30)

[巻之下十二丁表の図 ]
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由
旬
后
ノ
像
ノ
日
体
ノ
處
ニ
近
ク

ミ
ユ
ル
事
ハ
、
是
全
ク
空
氣
ノ
物
ヲ
写

Ⅹ
・
ス
カ
ラ
テ
ナ
ヒ
カ
。
サ
ス
レ
ハ
望
遠
鏡
ノ
筒
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
ノ
段
々
多
ク
重
ナ
ル
ホ
ト
益
々
遠
ク
ミ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ユ
ル
カ
如
、
空
氣
モ
段
々
遠
方
ニ
ナ
ル
ホ
ト

舟
ハ
愈
々
露
レ
テ
隠か

く
れサ
ル
ヘ
シ
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

【
九
丁
裏
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・　
　

十
四
丁
右
「
『
説
略
』
云
」
ト
云
ヨ
リ
十
八
帋
右
六
行
ニ
至
ル
。

駁
曰
ク
、
コ
ノ
弁
已
ニ
『
日
本
鎚
』
ニ
ツ
ク
セ
リ
。
何
ソ
更
ニ
誇
勞

《
解
説
》

一
行
〜
十
三
行　

介
石
は
、
大
気
（
別
風
輪
）
に
よ
る
視
線
の
屈
折

に
つ
い
て
の
安
慧
の
主
張
、
即
ち
「
圓
準
之
理
」
へ
の
論
駁
を
試
み

る
。
安
慧
が
『
護
法
新
論
』
巻
之
下
十
二
丁
に
載
せ
た
図
「
南
洲
四
時

日
体
所
在
圖
」
が
引
か
れ
て
い
る
。
仏
典
に
よ
れ
ば
、
日
は
北
洲
↓
東

洲
↓
南
洲
↓
西
洲
の
順
で
須
弥
界
を
周
回
し
、
南
洲
が
夜
明
け
（
明
け

六
つ
）
の
時
日
は
東
洲
の
中
央
に
有
り
、
南
洲
が
正
午
（
九
つ
）
の
時

日
は
南
洲
の
中
央
に
来
る
。
図
は
、
南
洲
夜
明
け
か
ら
正
午
ま
で
の

日
の
位
置
を
描
い
た
一
連
の
図
の
内
の
一
つ
で
、
四
つ
（
午
前
十
時

頃
）
に
は
、
真
の
日
が
、
南
洲
を
包
む
別
風
輪
に
よ
る
視
線
の
屈
折
の

た
め
に
、
南
洲
に
近
く
高
い
像
の
位
置
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
を
描

い
て
い
る
。
そ
の
真
と
像
と
の
隔
た
り
は
、
介
石
の
計
算
に
よ
れ
ば
、

六
万
〇
百
三
十
六
由
旬
に
な
る
。
由
旬
と
は
仏
典
に
あ
る
古
代
イ
ン
ド

の
里
法
の
単
位
で
、
介
石
は
一
由
旬
を
日
本
の
約
六
里
に
相
当
す
る
と

し
て
い
る
。
像
は
、
真
よ
り
も
約
三
十
六
万
里
近
い
位
置
に
見
え
る
こ

と
に
な
る
。
介
石
は
、
も
し
大
気
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
効
果
を
本
当
に

持
っ
て
い
た
ら
、
望
遠
鏡
な
ど
は
不
要
で
あ
り
、
遠
く
を
行
く
舟
ほ
ど
、

そ
の
間
の
空
気
の
働
き
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
露
わ
に
見
え
る
よ
う
に
な

ろ
う
、そ
れ
は
実
際
に
反
す
る
か
ら
、大
気
に
よ
る
視
線
の
屈
折
を
使
っ

た
安
慧
の
仮
説
は
間
違
っ
て
い
る
と
、
反
駁
し
て
い
る
。

(31)
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《
解
説
》

一
行　
『
護
法
新
論
』
巻
之
中
十
四
丁
表
五
行
〜
十
八
丁
表
六
行
を

指
す
。『
地
球
説
略
』
一
丁
裏
〜
二
丁
表
は
、
西
一
方
を
指
し
て
航
海

す
る
と
東
か
ら
帰
港
す
る
こ
と
を
、
地
球
説
の
「
第
三
憑
據
」
と
し
て

挙
げ
て
い
る
。
安
慧
は
、
こ
の
「
第
三
憑
據
」
に
対
し
て
、
誰
が
何
時

ど
の
よ
う
に
し
て
一
周
し
た
の
か
、
誰
も
具
体
的
な
証
拠
を
挙
げ
て

い
な
い
と
、
反
論
し
て
い
る
。
さ
ら
に
圓
通
『
佛
國
暦
象
編
』
巻
之

五
（
三
十
五
丁
表
〜
）「
駁ス 

下
周
二

覧ス
ル
ノ

  

地
球ヲ 

一
妄
談ヲ 

上
」
に
記
さ
れ
た
、

新
井
白
石
の
『
西
洋
紀
聞
』
の
一
節
（
ロ
ー
マ
王
が
「
四
海
ノ
極
ヲ
知

ラ
ン
ト
欲
シ
テ
」四
方
に
船
団
を
派
遣
し
た
が
、全
て
不
成
功
に
終
わ
っ

た
と
い
う
イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
シ
ド
ッ
チ
の
弁
）
を
参
照
し
つ
つ
、
一

周
旅
行
の
不
可
能
を
、
従
っ
て
地
球
説
に
根
拠
が
な
い
こ
と
を
言
う
。

二
行
・
三
行　

介
石
は
、
既
に
自
ら
が
『
日
本
鎚
』
に
お
い
て
『
地

球
説
略
』の
地
球
説
の「
第
三
憑
據
」を
十
分
批
判
し
た
と
言
っ
て
い
る
。

四
行　
『
護
法
新
論
』
巻
之
中
十
八
丁
七
行
〜
三
十
一
丁
九
行
を
指

す
。
内
十
八
丁
表
か
ら
二
十
三
丁
裏
ま
で
は
、『
地
球
説
略
』
が
月
蝕

の
時
月
に
映
る
影
が
丸
い
こ
と
を
地
球
説
の
「
第
四
憑
拠
」
と
し
て
い

る
こ
と
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
。
要
約
す
る
と
こ
う
な
る
。
日
光
に
照

ら
さ
れ
た
毬
が
地
面
に
作
る
影
は
、
毬
が
地
面
か
ら
離
れ
て
い
る
と
き

ス
ル
事
ヲ
用
ン
。

　
　

十
八
帋
「
『
説
畧
』
云
」
ト
云
ヨ
リ
卅
一
帋
右
九
行
ニ
至
ル
。

Ⅴ
・
駁
曰
、
コ
ノ
一
段
ハ
東
寺
北
野
ノ
不
審
骨
董
ヲ
ミ
ル
如
ク
、

渺
茫
ト
取
リ
ヒ
ロ
ケ
、
況
ヤ
一
一
ノ
再
述
ニ
及
フ
、
ミ
ル
モ
ノ
ヲ
シ
テ　

厭
倦
ヲ
生
セ
シ
ム
ル
。
コ
レ
ハ
取
意
シ
テ
一
口
ニ
イ
ヘ
ハ
、
其
ノ
叓

ツ
キ
ヌ
。
此
『
新
論
』
ノ
意
ハ
、
日
ト
月
ト
地
球
ト
行
星
ト
各

々
ノ
吸
力
ヲ
責
メ
テ
□
以
テ
□
朔
望
ノ
月
形
ニ
大
小
ア
ラ

Ⅹ
・
シ
メ
、
且
ツ
月
ノ
行
ニ
遅
速
ア
ラ
シ
ム
。
洋
人
コ
ノ
『
新
論
』
ノ　
　
　
　

責
ヲ
弁
シ
テ
曰
、
汝
ハ
我
日
月
地
球
行
星
ノ
各
々
ニ
具
ヘ

タ
ル
吸
力
カ
、
恒
ニ
相
妨
ケ
互
ニ
相
障
ア
ル
ヘ
シ
ト
責
レ
ト
モ
、　
　

     

是
各
々
ノ
吸
力
ニ
別
能
ヲ
具
ヘ
タ
レ
ハ
、
互
ニ
相
障
ヘ

(32)
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は
「
縁
端
…
茫
洋
ト
シ
テ
」、
地
面
に
近
い
と
き
は
「
縁
端
、
明
暗
ノ

分
界
ハ
ッ
キ
リ
ト
シ
テ
」﹇
二
十
丁
表
裏
﹈
い
る
、
も
し
月
蝕
が
日
光
に

よ
る
地
球
の
影
で
あ
れ
ば
、
毬
が
地
面
か
ら
離
れ
て
い
る
時
の
よ
う

に
、「
其
縁
端
ノ
処
ハ
、
影
茫
洋
ト
シ
テ
…
、
明
暗
ノ
分
界
モ
、
判
然

タ
ル
象
ハ
ナ
カ
ル
ヘ
キ
道
理
」[

二
十
一
丁
裏
﹈、
と
こ
ろ
が
、「
月
ノ
蝕

セ
ル
時
…
其
明
亮
ト
幽
暗
ト
ノ
分
界
、判
然
ト
シ
テ
見
ユ
」﹇
十
九
丁
裏
﹈、

だ
か
ら
、
月
蝕
の
時
月
に
映
る
影
は
、
地
の
陰
で
は
な
く
、
地
が
球
で

あ
る
こ
と
の
証
拠
た
り
え
な
い
。
こ
の
「
第
四
憑
拠
」
に
対
す
る
安
慧

の
反
論
に
は
、
介
石
は
触
れ
て
い
な
い
。

『
護
法
新
論
』
巻
之
中
二
十
三
丁
裏
か
ら
三
十
丁
裏
で
、
安
恵
は
、
地

動
説
の
基
礎
に
あ
る
吸
力
説
を
反
駁
し
よ
う
と
す
る
。『
地
球
説
略
』

か
ら
、
地
球
上
の
人
や
物
が
自
転
に
よ
り
振
り
落
と
さ
れ
な
い
の
は
、

地
球
の
吸
力
に
よ
る
と
い
う
説
明
﹇
二
十
四
丁
表
裏
﹈
を
引
き
、ま
た
『
六

合
叢
談
』
か
ら
地
球
の
公
転
が
「
日
ノ
吸
力
ト
、
地
球
ノ
推
力
ト
、
互

ニ
モ
チ
合
フ
ユ
ヘ
ニ
」﹇
二
十
五
丁
裏
﹈
可
能
と
な
る
と
い
う
説
を
引
き
、

『
談
天
』『
六
合
叢
談
』の
記
述
か
ら「
吸
力
ノ
中
ニ
ハ
日
輪
ヲ
大
力
ト
シ
、

地
球
ト
月
ト
ヲ　

…　

中
力
ト
シ
、諸
行
星
ハ
小
力
ト
定
メ
タ
ル
ナ
リ
」

﹇
二
十
六
丁
裏]

と
推
測
し
、
さ
ら
に
『
博
物
新
篇
』
か
ら
そ
の
潮
汐
論

を
引
い
て
い
る[

二
十
六
丁
裏
〜
二
十
七
丁
裏
﹈。
そ
の
上
で
、
二
十
七
丁

裏
〜
二
十
九
丁
表
で
、
こ
れ
ら
の
吸
力
論
に
、
西
洋
の
究
理
を
使
っ
て

反
駁
を
試
み
る
。
反
駁
の
一
は
、
吸
力
説
に
立
て
ば
、
朔
と
望
の
時
、

日
と
地
球
と
月
と
が
ほ
ぼ
直
線
上
に
並
ぶ
か
ら
、
日
の
吸
力
の
た
め
に

朔
の
月
は
太
陽
の
方
に
引
か
れ
地
か
ら
最
も
離
れ
、
逆
に
望
の
月
は
地

球
に
最
も
接
近
す
る
の
で
、
月
の
軌
道
は
楕
円
軌
道
に
な
る
。
だ
が
、

そ
う
す
れ
ば
、
地
球
か
ら
見
た
月
体
の
大
き
さ
に
は
か
な
り
の
差
が
あ

る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
差
は
見
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
吸
力

説
は
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
吸
力
説
に
立
て

ば
、
太
陽
か
ら
離
れ
る
時
と
太
陽
に
近
づ
く
時
と
で
月
の
速
度
に
違
い

が
生
じ
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
も
言
う
﹇
三
十
丁

表
裏
﹈。

五
行
〜
次
の
十
丁
表
三
行　

介
石
は
、
吸
力
説
へ
の
安
慧
の
反
駁
に
対

し
て
、「
汝[

安
慧]

ハ
我
日
月
地
球
行
星
ノ
各
々
ニ
具
ヘ
タ
ル
吸
力
カ
恒

ニ
相
妨
ケ
互
ニ
相
障
ア
ル
ヘ
シ
ト
責
レ
ト
モ
」
と
い
う
洋
人
か
ら
の
反
論

を
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
安
慧
は
、
な
る
ほ
ど
「
日
月
地
球
行
星
」

の
吸
力
が
様
々
に
作
用
し
合
う
と
言
っ
て
い
る
が
、「
吸
力
恒
ニ
相
妨
ケ
互

ニ
相
障
ア
ル
ヘ
シ
」
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
洋
人
の
こ
の
反
論
は
そ
の
内

容
か
ら
言
っ
て
、
む
し
ろ
、「
輕
ヲ
引
ク
吸
力
」
は
「
重
ヲ
引
ク
吸
力
」
に

「
壓
シツ
ブ
サ
レ
テ
ソ
ノ
輕
物
ニ
ハ
吸
力
及
バ
ザ
レ
バ
」な
ど
と
言
う
介
石『
地

球
説
略
』﹇
三
十
五
丁
〜
六
丁
﹈
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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《
字
句
注
》

一
行
「
火
鼠
」
：
南
方
の
深
山
に
す
む
ひ
ね
ず
み
。　
　

三
行
「
弁
（
仏
カ
）

家
」
：
以
下
の
主
張
内
容
か
ら
、
「
仏
家
」
と
読
む
。　
　

十
二
行

「
彗ス

イ
ハ
イ孛
」
：
彗
星
。　
　

十
二
行
「
懸
侖
（
念
カ
）ノ
至
リ
」
：
「
懸
念
の
至

り
」
と
読
む
。　
　
　
　

【
十
丁
表
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・
相
妨
ル
モ
ノ
ニ
ハ
ア
ラ
ス
。
魚
ハ
水
ニ
住
ミ
、
火か

そ鼠
ハ
火
ニ
住
ミ
、
鳥
ハ　

空
ニ
住
ミ
、
獸
ハ
山
ニ
住
シ
テ
、
互
ニ
不
三
相
障
二
其
用
一
カ
如
シ
。
若
汝　
　

  

之
ヲ
強
テ
責
メ
ハ
、
我
亦
汝
ヲ
責
ン
。
ワ
レ
弁
（
仏
カ
）

家
ニ
テ
ハ
日
月　
　
　

 
衆
星
ノ
カ
ヽ
レ
ル
處
ハ
須
弥
山
ノ
半
腰
四
万
由
旬
ノ　
　
　
　
　
　
　

  

Ⅴ
・
處
ロ
ト
ス
。
爾
ル
ニ
恒
星
ハ
日
ノ
旋
リ
最
疾
ク
日
ハ
次
レ
之

月
ハ
次
レ
日
、
又
五
星
ハ
各
々
ニ
其
旋
リ
遅
疾
異
ナ
リ
。

如
是
其
旋
リ
各
々
ニ
異
イ
テ
、
倶
ニ
同
ク
天
ニ
ア
リ
乍

ラ
、
各
々
ノ
風
輪
通
ニ
不
二
相
障
一
テ
ハ
ナ
イ
歟
。
サ
ス
レ　
　
　

 

ハ
我
吸
力
モ
又
爾
リ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

Ⅹ
・　
　
卅
一
帋

右
十
行　

「
『
博
物
新
篇
』
「
彗ス
イ

星
論
」
云
」
ト
云
ヨ
リ
卅
七
紙　

 

　
　

ノ
終
ニ
至
ル
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

駁
シ
テ
曰
、
古
来
彗ス
イ
ハ
イ孛
ノ
徴
應
ヲ
論
ス
レ
ハ
、
誠
ニ
懸
侖（
念
カ
）ノ　

　
　
　

至
リ
。
其
レ
天
地
ハ
同
一
種
ナ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
地
ヲ
蒔
カ
サ
ル
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
解
説
》

三
行
〜
九
行　

引
き
続
き
洋
人
の
発
言
で
あ
る
の
で
、「
我
亦
汝
ヲ

責
ン
。
ワ
レ
仏
家
ニ
テ
ハ
」
の
「
我
」
は
洋
人
を
指
し
、「
ワ
レ
」
は

二
人
称
で
、
洋
人
が
批
判
し
て
い
る
相
手
（
安
慧
ら
仏
教
徒
た
ち
）
を

指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
仏
教
須
弥
界
説
は
、
高
さ
八
万
由
旬
の
須
弥

山
の
半
腰
（
中
腹
）
四
万
由
旬
の
高
さ
の
所
を
、
日
月
衆
星
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
風
輪
に
乗
っ
て
異
な
る
速
度
で
廻
る
と
説
く
。
洋
人
は
、
幾
つ

(34)
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も
の
異
な
る
速
度
の
風
輪
が
互
い
に
障
り
と
な
る
こ
と
な
く
廻
る
と
仏

説
も
説
い
て
い
る
で
は
な
い
か
、
そ
れ
と
同
様
に
「
我
」
西
説
の
吸
力

も
互
い
に
妨
げ
る
こ
と
は
な
い
と
、
反
論
し
て
い
る
。

五
行
の
「
日
ノ
旋
リ
」
は
、一
日
当
た
り
の
各
天
体
の
（
み
か
け
の
）

運
動
を
指
す
。
各
天
体
の
（
見
か
け
の
）
運
動
に
は
、
ま
ず
、
東
か
ら

西
へ
向
か
う
西
行
運
動
が
あ
る
。
西
行
運
動
は
、
ど
の
天
体
も
一
日
に

一
回
転（
三
六
○
度
）の
同
じ
速
度
の
運
動
で
あ
る
。
次
に
、各
天
体
は
、

西
か
ら
東
へ
の
東
行
運
動
も
示
す
。
東
行
運
動
は
恒
星
を
基
準
に
測
ら

れ
る
。従
っ
て
、恒
星
自
身
の
東
行
運
動
の
速
度
は
０
度
で
あ
る
。日（
太

陽
）
の
東
行
運
動
は
、
一
年
で
一
周
す
る
か
ら
、
一
日
当
た
り
は
一
度

弱
、
月
は
三
十
日
で
一
周
だ
か
ら
、
一
日
当
た
り
十
二
度
、
諸
惑
星
は

様
々
な
速
度
で
運
動
す
る
。
以
上
の
西
行
運
動
と
東
行
運
動
と
を
足
し

て
相
殺
す
れ
ば
、
五
行
か
ら
七
行
に
言
わ
れ
て
い
る
通
り
に
な
る
。

十
行　
『
護
法
新
論
』
巻
之
中
三
十
一
丁
表
十
行
〜
三
十
七
丁
表
七

行（
巻
之
中
終
）を
指
す
。
安
慧
は
、『
博
物
新
篇
』『
六
合
樷
談
』『
談
天
』

が
彗
星
の
出
現
に
は
人
間
世
界
の
出
来
事
の
徴
應
な
し
と
し
て
い
る
の

は
、
西
洋
に
よ
る
ア
ジ
ア
征
服
を
隠
す
た
め
の
悪
意
に
よ
る
も
の
だ
と

言
う
。
安
慧
は
、
そ
れ
ら
西
洋
説
か
ら
、
彗
星
の
遠
日
点
は
不
明
で
あ

り
彗
星
の
本
体
に
つ
い
て
も
諸
説
が
あ
る
と
い
う
箇
所
を
引
用
し
、
ま

た
彗
星
軌
道
に
吸
力
説
を
適
用
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
と
言
い
、
し

か
も
彗
星
の
出
現
に
つ
い
て
の
西
説
の
予
測
が
悉
く
日
本
で
は
観
測
さ

れ
て
い
な
い
な
ど
と
言
っ
て
、
西
説
は
そ
の
彗
星
論
が
不
正
確
で
あ
る

こ
と
を
自
ら
吐
露
し
て
い
る
と
、
反
論
し
て
い
る
。

十
二
行
〜
十
一
丁
表
十
一
行
（『
闇
中
案
』
巻
之
二
末
尾
）
ま
で　

こ
の
部
分
は
、「
駁
シ
テ
曰
」
と
い
う
語
で
始
ま
る
か
ら
、『
護
法
新

論
』
巻
之
中
三
十
一
丁
表
〜
三
十
七
丁
表
に
対
す
る
反
駁
で
あ
る
。
誰

に
よ
る
反
駁
で
あ
ろ
う
か
。
介
石
は
、
こ
の
部
分
を
、
介
石
や
「
島
村

七
五
三
八
」
で
は
な
く
、
洋
人
に
よ
る
反
駁
と
し
て
書
い
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

そ
う
思
わ
れ
る
理
由
の
一
つ
は
、
十
一
丁
表
十
行
に
「
我
ハ
佛
氏
ニ

ア
ラ
サ
レ
ハ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
こ
れ
は
十
丁
表
三
行
の
「
ワ
レ

仏
家
ニ
テ
ハ
」（
お
前
た
ち
仏
教
徒
に
お
い
て
は
）
と
対
応
し
て
お
り
、

十
一
丁
表
十
行
の
「
我
」
も
、
十
丁
表
三
行
、
九
行
の
「
我
」
と
同
じ

よ
う
に
、
洋
人
を
指
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
部
分
に
は
さ
ら
に
一
箇
所
十
丁
裏
九
行
に
「
我
嘉
永
」

と
い
う
表
現
が
あ
り
、
こ
の
「
我
」
は
洋
人
を
指
さ
な
い
。
こ
れ
を
除

け
ば
、
こ
の
部
分
は
安
慧
の
彗
星
徴
応
論
に
対
す
る
洋
人
か
ら
の
反
駁

と
し
て
、
書
か
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

他
の
理
由
は
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
論
旨
が
通
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
十
丁
表
十
二
行
・
十
三
行
の
「
古
来
彗
孛
ノ
徴
應
ヲ
論
ス
レ
ハ
、

誠
ニ
懸
念
ノ
至
リ
」
も
洋
人
の
意
見
で
あ
っ
て
、「
古
来
彗
星
の
出
現

は
戦
争
や
疫
病
な
ど
人
間
界
の
不
吉
な
事
件
の
前
ぶ
れ
で
あ
る
と
言
わ

(35)
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-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-　

【
十
丁
裏
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・
異
物
忽
然
ト
生
シ
滅
ス
ル
カ
如
ク
、
天
ニ
モ
又
恒
ナ
ラ
サ
ル

　
　

ノ
異
星
、
忽
然
ト
｛
生
シ
｝
滅
ス
ル
事
ナ
ラ
ン
ハ
有
ヘ
カ
ラ
ス
。
其　
　
　

　
　

彗
星
ノ
生
ス
處
ヲ
、
高
下
ニ
ヨ
リ
テ
或
ハ
満
天
ニ
在
テ
、
万

　
　

國
ヒ
ト
シ
ク
ミ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
或
ハ
二
州
三
州
ニ
ミ
ユ
ル
モ
ア
リ
、　
　

Ⅴ
・
或
ハ
一
州
ニ
招あ

ぐ

ル
モ
ア
リ
、
或
ハ
一
州
ノ
中
ニ
モ
東
國
ニ
ア
ラ
ハ
レ
テ　

　
　

西
國
ニ
ミ
ヘ
サ
ル
モ
有
ヘ
シ
。
モ
シ
天
ニ
見
馴
レ
サ
ル
異
星
ノ　
　
　
　
　
　

　
　

顕
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
徴
應
ア
リ
ト
セ
ハ
、
地
ニ
見
馴
レ
サ
ル
糞

　
　

菌
ノ
生
ヘ
タ
ル
ヲ
モ
亦
徴
應
ア
リ
ト
セ
ス
ハ
ナ
ル
マ
ヒ
。
若

れ
て
お
り
、
誠
に
心
配
気
掛
か
り
で
あ
る
」、
そ
の
よ
う
に
心
配
で
は

あ
る
が
、
彗
星
の
出
現
に
人
間
界
の
諸
事
件
が
対
応
し
な
い
こ
と
が
多

く
、ま
た
対
応
し
た
と
し
て
も
そ
れ
は「
偶
マ
ク
レ
ア
タ
リ
中
」で
し
か
な
い
。
従
っ
て
、

彗
星
の
出
現
を
人
間
界
の
不
吉
な
事
件
の
前
ぶ
れ
と
見
る
こ
と
に
は
、

根
拠
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
。
こ
の
部
分
は
、
介
石
や
嶋
村

七
五
三
八
の
意
見
で
は
な
く
、
洋
人
の
意
見
と
考
え
る
こ
と
で
筋
が
通
る
。

さ
ら
に
一
つ
の
理
由
は
、
介
石
に
は
、
洋
人
に
反
駁
さ
せ
る
訳
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
安
慧
は
、
介
石
に
よ
る
『
地
球
説
略
』
批
判

が
、「
西
説
ニ
粗
ナ
ル
カ
故
」
の
批
判
で
し
か
な
い
と
、批
判
し
て
い
た
。

ま
た
、
安
慧
は
、「
今
予
カ
説
ク
所
ハ
、
…
先
ツ
彼
ノ
西
説
ニ
専
ラ
力

ヲ
盡
シ
、其
堂
室
ヲ
探
リ
得
テ
、却
テ
之
ヲ
以
テ
、彼
ヲ
撃
ン
ト
欲
ス
。」

と
言
っ
て
、
地
球
大
気
論
や
屈
折
光
学
な
ど
の
西
説
を
大
胆
に
使
っ
て

い
た
。
そ
し
て
、
丁
丑
の
秋
に
介
石
に
贈
っ
た
『
日
本
鎚
質
問
』
の
中

で
、
安
慧
は
「
洋
流
ノ
徒
ニ
代
テ
試
ニ
『
日
本
鎚
』
中
ノ
難
責
ヲ
對そ
ろ

ヘ

且
ツ
質
問
ヲ
ナ
サ
ン
」[

一
丁
表]

と
も
言
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に

西
洋
近
代
科
学
を
可
能
な
範
囲
で
受
け
入
れ
る
安
慧
に
対
し
て
、
洋
人

か
ら
の
反
駁
を
加
え
る
こ
と
は
、
安
慧
が
実
は
西
説
に
無
理
解
で
あ
る

こ
と
を
示
す
こ
と
に
も
な
り
、
介
石
に
と
っ
て
は
立
場
を
補
強
す
る
こ

と
に
な
る
。
仏
教
天
文
学
の
須
弥
界
説
を
擁
護
す
る
と
し
て
も
、
西
洋

近
代
科
学
を
可
能
な
範
囲
で
意
識
的
に
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
か
、
専

ら
退
け
る
か
、
と
い
う
こ
と
も
、
両
者
の
論
争
点
の
一
つ
に
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
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強
テ
徴
應
ア
リ
ト
セ
ハ
、
我
嘉
永
六
年
・
安
政
五
年
・

Ⅹ
・
文
久
元
年
ニ
出
タ
彗
星
ナ
ト
ニ
ハ
、
イ
カ
ナ
ル
非
常
ノ

　
　

叓
ア
リ
テ
コ
ノ
徴
應
ア
リ
ト
ヤ
セ
ン
。
天
ニ
感
應
ア
ル
ホ
ト
ノ

　
　

コ
ト
ナ
レ
ハ
、
賤
夫
賤
婦
ノ
喧
嘩
位
ノ
事
ニ
ハ
彗
星
カ
顕
レ

　
　

モ
致
ス
マ
イ
。
モ
シ
夫
婦
喧
嘩
位
ノ
小
叓
マ
テ
□
□
ニ
□

《
解
説
》

九
行
・
十
行　
「
嘉
永
六
年
・
安
政
五
年
・
文
久
元
年
」
の
彗
星
出

現
に
つ
い
て
、
安
恵
は
、『
護
法
新
論
』
巻
之
中
三
十
六
丁
裏
で
、
日

本
で
観
測
さ
れ
西
洋
で
は
観
測
さ
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-　

【
十
一
丁
表
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
・
シ
ク
彗
星
カ
顕
ル
ヽ
叓
ナ
ラ
ハ
、
徳
川
氏
ノ
三
百
年
来
ノ

家
系
モ
亡
ン
ト
ス
ル
ホ
ト
ノ
大
叓
ニ
、
ナ
セ
彗
星
ハ
顕
レ
サ

ル
ソ
。
藪
医
者
ヤ[

犭+

ヲ

黃]

芸ケ

者
ノ
薬
リ
ノ
□
ニ
、
五
年
モ　
　
　

十
年
モ
隔
タ
リ
テ
后
迂マ

ハ
リ
ト
ヲ
フ遠
動キ
キ
メ験
カ
ア
ル
如
ク
、
十
年

ノ
后
ヤ
十
五
年
ノ
前
ニ
顕
タ
ル
彗
星
ヲ
以
テ
、
今
日
ノ
徳

Ⅴ
・
川
氏
ノ
変
動
徴
應
ト
モ
申
サ
レ
マ
ヒ
。
天
ニ
顕
ル
ヽ
感
應

ナ
レ
ハ
、
酒
ヤ
毒
薬
ノ
如
ク
即
應
カ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ル
マ
ヒ
。
由
テ

古
来
彗
星
ノ
イ
テ
ヽ
其
ト
キ
ノ
変
動
ア
ル
叓
ニ
周
リ

合
セ
タ
ハ
、
是
偶

マ
ク
レ
ア
タ
リ
中
ト
云
モ
ノ
テ
コ
サ
ル
ソ
。
サ
ス
レ
ハ
『
談
天
』

ナ
ト
ニ
云
ヘ
ル
通
リ
テ
ハ
ナ
イ
歟
。
我
ハ
佛
氏
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ

Ⅹ
・
佛
法
ノ
徴
應
ノ
コ
ト
ハ
知
ラ
ス
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

[
巻
之
二
終]
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中
間
ま
と
め

写
本
『
闇
中
案
』
は
、
安
慧
の
『
護
法
新
論
』
の
逐
条
的
批

判
を
意
図
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、『
護
法
新
論
』
出
版
の
慶
應

三
年
頃
で
は
な
く
、
明
治
十
年
丁
丑
の
秋
に
安
慧
か
ら
『
日
本

鎚
質
問
』
を
贈
ら
れ
た
こ
と
が
機
縁
と
な
っ
て
、
同
年
の
秋
か

ら
冬
に
書
か
れ
た
こ
と
が
、執
筆
の
経
緯
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。

（
一
）
論
点
を
整
理
す
る
と
、
一
丁
裏
か
ら
二
丁
表
三
行
に
か

け
て
、
二
人
の
論
争
が
、
佛
教
天
文
学
の
い
わ
ば
学
派
の
対
立

に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
安
慧
は
佛
教
天
文
学
創
設

者
円
通
を
師
と
し
て
仰
ぎ
、
そ
の
「
圓エ

ン
セ
ツ準
之
理
」
を
円
通
か
ら

学
び
取
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
介
石
は
円
通
に
「
四
洲
異

四
時
」「
盈
縮
ハ
昼
夜
ノ
長
短
ナ
リ
」「
本
輪
均
輪
等
ノ
四
輪
ハ

五
風
」
な
ど
の
誤
り
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
正
し
た
師
環
中
の
業

績
を
評
価
し
て
い
る
。『
闇
中
案
』
巻
之
下
で
本
格
的
に
触
れ

ら
れ
る
が
、
同
四
時
説
と
異
四
時
説
と
の
対
立
と
い
う
点
に
お

い
て
も
、
介
石
は
環
中
と
と
も
に
同
四
時
説
を
主
張
し
、
安
慧

は
円
通
に
理
解
を
示
し
、
異
四
時
に
傾
い
て
い
る
。

（
二
） 

二
丁
表
三
行
か
ら
三
丁
表
十
二
行
に
か
け
て
、
天
文
地

理
説
を
含
む
西
洋
近
代
科
学
に
対
す
る
態
度
が
論
争
点
と
な
っ

て
い
る
。
介
石
の
『
日
本
鎚
』（『
鎚
地
球
説
略
』）
は
、
西
洋

天
文
地
理
説
を
専
ら
批
判
の
対
象
と
し
て
い
る
。
安
慧
は
、
そ

の
介
石
の
批
判
が
、
西
説
の
無
理
解
か
ら
の
的
外
れ
の
批
判
で

し
か
な
い
と
批
判
し
、
仏
教
天
文
学
の
た
め
に
も
西
説
を
批
判

す
る
上
で
も
、
西
洋
近
代
科
学
の
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る

と
説
き
、
そ
こ
に
「
世
間
普
通
ノ
天
文
家
ノ
説
ニ
異
」
な
る
自

説
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
と
も
言
う
。
安
慧
か
ら
の
批
判

に
対
し
、介
石
は
、自
ら
の
西
説
批
判
は
、正
当
な
論
争
法
（「
先

《
字
句
注
》

三
行
「[

犭
ヲ

+

黃]

芸ケ

」
：
私
娼
。

《
解
説
》

九
行
・
十
行　
「
今
日
ノ
徳
川
氏
ノ
変
動
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
本

写
本
『
闇
中
案
』
は
戊
辰
戦
争
前
後
に
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も

で
き
よ
う
。
し
か
し
、「
丁
丑
ノ
秋
」
と
い
う
具
体
的
な
年
次
に
つ
い

て
の
発
言
を
、
や
は
り
重
視
す
る
。
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與
後
奪
ノ
論
」）
に
従
っ
て
い
る
と
反
論
す
る
。
ま
た
、「（
西

説
の
）
堂
室
ヲ
探
リ
得
テ
、
却
テ
之
ヲ
以
テ
、
彼
ヲ
撃
ン
ト
欲

ス
」
と
い
う
安
慧
の
方
法
を
、
介
石
は
、「
何
ノ
道
ニ
セ
ヨ
普

通
ノ
道
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ハ
世
人
ノ
許
サ
ヾ
ル
ト
コ
ロ
」
と
言
っ
て

斥
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
介
石
は
、
西
説
を
積
極
的
に
利
用
す

る
安
慧
の
「
圓
準
之
理
」
が
、
仏
説
と
西
説
と
の
混
同
に
陥
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
く
。

（
三
） 「
圓
準
之
理
」
は
、
仏
教
天
文
学
の
中
心
問
題
（
平
天

平
地
の
須
弥
界
が
い
か
に
し
て
西
説
の
言
う
地
球
、
天
球
の
姿

に
見
え
る
か
）
に
対
す
る
、
安
慧
の
解
答
で
あ
る
。
介
石
は
、

安
慧
の
「
圓
準
之
理
」
を
三
丁
表
十
三
行
か
ら
五
丁
表
六
行
に

お
い
て
批
判
す
る
。
ま
ず
、
安
慧
が
、
西
洋
の
究
理
学
を
仏
説

の
た
め
に
援
用
す
る
こ
と
を
円
通
か
ら
教
え
ら
れ
た
と
言
っ

て
、
円
通
の
『
縮
象
儀
説
』
を
引
き
解
説
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
、
介
石
は
、「
コ
レ
ハ
無
益
ノ
弁
ナ
リ
」
と
冷
や
や
か
で

あ
る
。
第
二
に
、
介
石
は
、
円
通
『
須
彌
山
儀
銘
並
序
和
解
』

に
三
つ
の
誤
り
を
指
摘
す
る
（
三
丁
表
〜
四
丁
表
）。
一
つ
は
、

仏
説
に
言
う
「
風
」
を
西
説
や
中
国
説
に
言
う
「
氣
」
と
混
同

す
る
誤
り
、
二
つ
に
は
、
西
説
の
四
輪
（
テ
ィ
コ･

ブ
ラ
ー
エ

の
均
輪
法
）
を
仏
説
の
五
風
と
混
同
す
る
誤
り
、
こ
の
二
つ
目

の
混
同
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
四
輪
を
五
輪
と
す
る
誤
り
で
あ
っ

た
。
介
石
は
、
安
慧
が
「
圓
準
之
理
」
の
拠
り
所
と
し
て
い
る

円
通
の
『
和
解
』
に
既
に
、
仏
説
と
西
説
と
の
混
同
が
あ
る
と

言
う
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
安
慧
が
気
（
風
輪
）
に
よ
る
視
線

の
屈
折
を
「
圓
準
之
理
」
の
実
質
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
介
石
は
特
に
氣
に
関
す
る
主
張
を
批
判
し
て
い
る
。
介
石

は
、
気
の
厚
薄
が
視
線
の
屈
折
効
果
の
大
小
を
決
め
る
と
す
る

と
、
安
慧
の
気
の
厚
薄
に
つ
い
て
の
説
明
は
日
（
太
陽
）
の
観

測
事
実
に
合
わ
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
介
石
は
、

気
の
厚
薄
に
つ
い
て
の
安
慧
の
二
箇
所
の
説
明
が
齟
齬
し
て
い

る
と
も
言
う
。
そ
の
二
箇
所
は
、『
護
法
新
論
』
巻
之
上
に
お

け
る
須
弥
世
界
の
気
に
つ
い
て
の
説
明
と
、
巻
之
中
に
お
い
て

『
六
合
叢
談
』
や
『
博
物
新
編
』
に
依
り
つ
つ
地
球
大
気
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
る
部
分
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
安
慧
に
お
い

て
は
、
仏
説
と
西
説
と
が
齟
齬
し
た
ま
ま
並
ん
で
い
る
と
言
う

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
介
石
は
、
安
慧
天
文
地
理
説
の
要

で
あ
る
「
圓
準
之
理
」
が
、
特
に
氣
に
関
し
て
仏
説
と
西
説
と

の
混
同
か
つ
齟
齬
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、そ
の「
佛

説
ヲ
以
テ
主
将
ト
シ
、
究
理
ヲ
モ
テ
奴
隷
ト
ス
ル
」（『
護
法
新

論
』
巻
之
上
九
丁
裏
）
と
い
う
方
法
が
成
功
し
て
い
な
い
こ
と

を
言
わ
ん
と
し
て
い
る
。

（
四
） 
介
石
は
、
底
本
五
丁
表
七
行
か
ら
五
丁
裏
に
か
け
て
、

(39)



梅林　誠爾 ： 佐田介石 『闇中案』 巻之一 ・ 巻之二注釈 133

安
慧
の
「
眼
目
視
線
図
解
」
を
取
り
上
げ
、そ
れ
は
介
石
の
「
視

實
二
象
」
の
論
を
越
え
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
世
人
既
知
の

こ
と
だ
と
評
し
て
い
る
。
介
石
は
、
安
慧
の
視
線
論
を
問
題
に

し
て
い
ず
、
視
線
論
自
体
は
論
争
点
と
な
っ
て
い
な
い
。

（
五
）『
闇
中
案
』
巻
之
二
は
、『
護
法
新
論
』
巻
之
中
「
平
邪

篇
」（
す
な
わ
ち
西
説
批
判
）
の
批
判
で
あ
る
。
安
慧
は
、
主

と
し
て
『
地
球
説
略
』
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
『
説
略
』
批

判
を
、
介
石
は
「
コ
ノ
弁
『
日
本
鎚
』
ニ
ツ
ク
セ
リ
」
と
し

ば
し
ば
一
言
で
退
け
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
介
石
は
、『
護

法
新
論
』
よ
り
も
数
年
前
に
『
説
略
』
批
判
（『
鎚
地
球
説
略
』

す
な
わ
ち『
日
本
鎚
』）を
著
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、

安
慧
が
氣
の
効
果
に
よ
っ
て
『
説
略
』
を
批
判
し
て
い
る
箇
所

に
つ
い
て
は
、
前
後
撞
着
や
観
測
事
実
と
の
齟
齬
を
指
摘
す
る

等
、
介
石
は
立
ち
入
っ
た
批
判
を
し
て
い
る
。
ま
た
、『
説
略
』

の
吸
力
論
や
『
博
物
新
編
』
の
彗
星
論
に
つ
い
て
の
安
慧
の
批

判
に
対
し
て
は
、
介
石
は
、「
洋
人
」
に
安
慧
を
批
判
さ
せ
て

い
る
。
介
石
は
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、「
一
旦
究
理
家
ト
ナ
リ
、

彼
カ
堂
室
ヲ
探
」
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
安
慧
が
、
実
は
西
洋

究
理
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。

「
は
じ
め
に
」で
述
べ
た
よ
う
に
、『
闇
中
案
』巻
之
下（
第
三
巻
）

に
お
い
て
は
、
安
慧
の
「
圓
準
之
理
」
が
仏
教
天
文
学
の
中
心

問
題
へ
の
解
答
と
な
り
得
な
い
と
い
う
介
石
の
断
定
が
下
さ
れ

る
。
そ
し
て
、こ
の
断
定
が
、介
石
自
身
に
対
し
て
も
そ
の
「
視

實
両
象
ノ
理
」
の
新
た
な
展
開
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
第
三
巻
で
は
ま
た
、
四
洲
四
時
異
同
の
問
題
も
論

争
点
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
の
『
闇
中
案
』
巻
之

下
の
注
解
は
、
稿
を
改
め
て
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
本
注
釈
に
お
い
て
は
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
か
ら
、

『
闇
中
案
』
の
閲
覧
・
筆
写
の
機
会
と
、『
闇
中
案
』
翻
刻
掲
載

の
許
可
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、『
闇
中
案
』

執
筆
の
機
縁
に
な
っ
た
安
慧
の
『
日
本
鎚
質
問
』
を
、
熊
本
県

立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
准
教
授
米
谷
隆
史
氏
の
好
意
に
よ

り
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
同
志
社
大
学
理
工
学
研
究
所
の

佛
教
天
文
学
研
究
会
の
方
々
か
ら
は
、
多
く
の
知
見
を
与
え
て

い
た
だ
い
た
。「
本
輪
均
輪
等
ノ
四
輪
」
が
テ
ィ
コ
・
ブ
ラ
ー

エ
の
「
均
輪
法
」
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
同
研
究
会
の

宮
島
一
彦
教
授
か
ら
、「
七
五
三
八
」
を
「
シ
メ
ハ
チ
」
と
読

む
こ
と
に
つ
い
て
、
同
研
究
会
に
お
い
て
同
志
社
大
学
大
学
院

の
池
田
ま
こ
と
氏
か
ら
指
摘
し
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
熊

本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授
鈴
木
元
氏
か
ら
、
種
々

指
摘
し
て
い
た
だ
い
た
。
大
阪
大
学
名
誉
教
授
猪
飼
隆
明
氏
に

は
、幾
つ
か
の
語
句
の
解
読
か
ら
本
注
釈
の
レ
イ
ア
ウ
ト
ま
で
、
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青
地
林
宗
、
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
『
氣
海
観
瀾
』
（
早
稲
田
大

学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
。

浅
野
研
眞
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
『
明
治
初
年
の
愛
国
僧　

佐
田

介
石
』
（
東
方
書
院
）
。

褘
理
哲
（R

. 
Q

. 
W

a
y

）
著
、
箕
作
阮
甫
訓
点
、
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
『
地
球
説
略
』
。

梅
林
誠
爾
、
平
成
一
九
年
（
二
○
○
七
）
「
佐
田
介
石
と
近
代
世
界
」

（
熊
本
近
代
史
研
究
会
『
近
代
熊
本
』
第
三
一
号
）

梅
林
誠
爾
・
宮
島
一
彦
、
平
成
二
二
年
（
二
○
一
○
）
「
佐
田
介
石
と

禿
安
慧
―
明
治
初
年
の
佛
教
天
文
学
論
争
」
（
『
第
四
八
回
同
志

社
大
学
理
工
学
研
究
所
研
究
発
表
会
予
稿
集
』
）

円
通
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
『
佛
國
暦
象
編
』
。

円
通
、
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
『
須
彌
山
儀
銘
並
序
和
解
』
。

円
通
、
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
『
縮
象
儀
説
』
。

円
通
、
出
版
年
不
明
『
梵
暦
策
進
』
。

岡
田
正
彦
、
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
『
忘
れ
ら
れ
た
仏
教
天
文

学
』
（
発
行
ブ
イ
ツ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）
。

お
忙
し
い
中
丁
寧
な
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
。
多
く
の
方
か
ら
の
ご
教
示
と
資
料
提
供
に
対
し
、
厚
く
謝

意
を
表
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
注
釈
・
翻
刻
は
、
私
に
と
っ
て

は
初
め
て
の
こ
と
で
も
あ
り
、
種
々
誤
り
・
誤
読
が
あ
る
恐
れ

が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
前
も
っ
て
お
詫
び
し
て
お
き
た
い
。

　
　

参
照
文
献

禿
安
慧
、
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
『
護
法
新
論
』
三
巻
三
冊
。

禿
安
慧
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
『
護
法
新
論
弐
編
』
三
巻
三
冊
。

禿
安
慧
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
頃
か
『
日
本
鎚
質
問
』
（
熊
本

県
立
大
学
准
教
授
米
谷
隆
史
氏
所
蔵
）

禿
安
慧
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
『
天
文
倢
徑
古
之
中
道
』
。

環
中
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
『
須
彌
界
四
時
異
同
弁
』
。

侯
失
勒
（Jo

h
n
 F

.W
. H

e
rsc

h
e
l

）
著
、
李
善
蘭
刪
述
、
福
田
泉
訓

点
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
『
談
天
』
。

合
信(B

. H
o
b
so

n
)

著
、 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
『
博
物
新
編
』
三

刻
。

佐
田
介
石
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
『
鎚
地
球
説
略
』
（
一
名
『
日

本
鎚
』
）
三
巻
二
冊
。

佐
田
介
石
、
明
治
一
〇
年
八
月
（
一
八
七
七
）
『
視
實
等
象
儀
記
初
篇

　

一
名
天
地
共
和
儀
記
』
。

佐
田
介
石
、
明
治
一
〇
年-

一
一
年
（
一
八
七
七-

八
）
頃
か
、
『
闇
中

案
』
（
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
）
。

佐
田
介
石
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
『
視
實
等
象
儀
詳
説
』
。

佐
田
介
石
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
『
日
月
行
品
台
麓
考
』
。

上
海
墨
海
書
館
『
六
合
叢
談
』
（
一
八
五
七-

五
八
）
（
沈
国
威
編

『
「
六
合
叢
談
」1

8
5
7
-
5
8

の
学
際
的
研
究
』
白
帝
社
所
収
）
。

谷
川
穣
、
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
「
《
奇
人
》
佐
田
介
石
の
近

代
」
、
『
人
文
学
報
』
第
八
七
号
。

梅
文
鼎
、
京
都
梶
川
利
助
等
刊
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
『
暦
学
疑

問
』
（
東
北
大
学
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
。
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